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  序文


  以下の章は、ロンドンのオノ・オークでの大会のメッセージとして与えられました。これらの章の背後には神の奉仕における少なからぬ霊的経験が背景としてある一方で、それらのメッセージが与えられた調子は、陸軍元帥ウィリアム・スリム卿の大著「敗北から勝利へ」を読むことによって鼓舞されたものです。どの章も実際には一冊の本が必要です。この小著に記されていることよりも、記されていないことの方が遥かに多いからです。


  時代の終わりが近づいて、最終決着が目前に迫っている今日、宇宙を相争う二つの王国に分けている戦いが、激しく、絶え間なく荒れ狂っています。ですから、それに巻き込まれてその影響を被っている人々に情報を与え、教え、助言し、警告し、励まし、支えるために、なしうるかぎりのことをする必要があります。これらのページを読むすべての人にお願いします。どうかこれらのメッセージにたんなる好奇心や理詰めの姿勢で近づかないでください。むしろ、懸案のこの途方もない問題に自分自身も直接巻き込まれているという自覚を持って学んでください。


  指導者の方々や、責任を負っている他の人々に、特にお願いします。どうか「大きな戦い」（ダニ十・一）に関する自分自身の経験の光の中で、ここに記されていることを熟考してください。指導者たちが共に集まって、霊的戦いというこの問題全般を再考するなら、敗北を勝利に転じる方面でさらに多くのことが成し遂げられるでしょう。


  万一、陸軍元帥スリム卿の目が本書に留まることがあったとしても――憤るよりはむしろ――地上の領域における彼の大逆転が、たとえささやかな形ではあれ、遥かに偉大な永遠の天的領域に影響を及ぼすのを喜んでいただけると、私は希望します。
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  第一章 最高司令官


  



  「なぜなら、私たちは肉の中で歩いてはいても、肉にしたがって戦っているのではないからです（なぜなら、私たちの戦いの武器は肉のものではなく、神の御前に力があって、要塞をも破壊するものだからです）。」（二コリント十・三～四）


  



  聖書は神の民の戦いに関する内容をとても多く含んでいますし、神の民である私たちはこの主題に関する教えを多く持っているかもしれませんが、私たちは受けた命令を――状況、環境、出来事に――適用することにかなり失敗してきたと言っても、おそらくいいのではないでしょうか。そして、これが私たちの個人的・団体的問題の多くの理由であると言えるのではないでしょうか。敵が主たる原因ではなく、むしろ私たち自身の愚かさや無防備さ――私たち自身の過ち――のせいであることもかなりありますが、それでも、敵の影響力、妨害、行動のせいであることが圧倒的に多くあります。私たちの今日の必要は、霊的戦いの現実について教えてもらうことよりも――私たちはそれが事実であることを知っています！――状況の背後にある別の要素に対してもっと敏感になることです。私たちは状況を対処しようとしていますが、ほとんど成功していません。物事を、まるでそれがすべてであるかのように対処しようとしますが、往々にして、その隠れた真の意味を見逃してしまいます。


  私たちに必要なのは、ですから、理解力と知恵です――なぜなら、知恵は知識を適用する能力を意味するからです――この霊的軍事作戦全般、私たちの戦いとその諸々の原理に関する知恵です。しかし、直ちに言わせてください。サタン、悪鬼ども、悪鬼学の学びに取り組むつもりはありません！敵の大のお気に入りの罠は、人々を自分に専念・熱中させることです。神の助けにより、私たちはこの罠にはかかりません。私たちの目的は、おもに主の側から見た霊的戦いについて学ぶことです。


  ここで、今回話すメッセージの発端・きっかけについて、短く述べさせてください。私は一般書をあまり多く読む時間がないので、霊的書物を読む時もそうでない書物を読む時も、まじめに読む本がすべて霊的に益となるよう祈ることにしています。最近、合衆国に発つ直前にそうしていたら、ある本が私の注意を引きました。その本からの抜粋が私を捕えました。それは第二次世界大戦中の東南アジア大軍事作戦の記録であり、「敗北から勝利へ」という題がついていました。それは詰まった字で印刷された五百五十ページの重たい書物であり、加えて索引が二十三ページありました。しかしこの抜粋に捕らえられてしまったので、私はその本を携えていき、航海中、注意深くノートを取りながら読みました。そして読み進むうちに、この本を通して主は私を何かに導いておられること――その本の中にご自身の民のための主のメッセージがあることに、ますます強く印象付けられていったのです。


  この本の中には長い黙想を要する題材が多々あります。その大半は、今日、特に神の民にとって真に価値があります。とりわけ、主の権益に対して責任を感じている人々にとってはです。私たちの今回の考察では、最も決定的・本質的な二、三の点だけを取り上げることにします。しかし、この本が網羅している主題の幾つかについて私が述べる時、あなたはその絶大な可能性に気づくでしょう。幾つか例を挙げましょう。最高司令官、幕僚と兵員――それから発するすべての序列、上への忠誠と下への忠誠、訓練、備え、目的は一つだが機能は多様であること、諜報、士気、柔軟性、一方の最高司令官と他方の敵の大目標。識別力のある人なら、この十の点は長期にわたる有益な考察への門戸を開くものであることを理解するでしょう。それがすべて霊的用語に翻訳・通訳されて、主の民がこのような戦略を霊的に持っていたなら、彼らはなんと凄まじく効果的な民になっていたことでしょう！


  さて、これは学んだ教訓の書であること、この偉大な教訓のほとんどは敗北を通して学んだものであることを、覚えておかなければなりません。つまり、第一次東南アジア軍事作戦の恐るべき物語――惨劇、退却、数万の人命の損失、それに伴ういっさいのこと――が歴史に刻まれたのです。それは、先に述べた決定的要素が欠けていたか、不十分だったか、乱れていたためです。確かにこれは私たちに教訓を与えます。神の民とその指導者たちは、少なくとも自分たちの敗北や退却から、速やかかつ徹底的に学ぶべきではないでしょうか？


  高等指揮官


  主要な点である「最高司令官」から始めることにします。ここでこの本の著者は、私が大好きなある表現を用いています。彼はそれを「高等指揮官」と呼んでいます。これは素晴らしいです！ぴったりです！「最高司令官」――「高等指揮官」。この文脈の中で次のような記述があります。「究極的勝利への最初の一歩は、陸・海・空の全軍を統制する最高司令官を立てることだった」。これを霊的領域に適用すると、これはなんという記述でしょう！恐ろしい大惨事、悲劇、敗北を輝かしい完全な勝利に転じるものは、その第一歩として――おそらくその主要な一歩として――最高司令官を立てることであると、ここに述べられています。これは幾つかの別の問題に帰着することがわかります。しかしこの本は（もちろんそれ自身の領域、すなわち、この地上でのことですが）、疑問や疑いの余地がないほど、すべては最高司令官つまり高等指揮官を中心としておりそれにかかっていることを、自ら実証しています。


  これはこれまで見過ごされてきたか、せいぜい選択肢の一つにすぎないと見なされてきたように思われます。しかし今、その絶対的必要性を示す証言や証拠が、その重みに圧倒されるほどここにあります。この高等指揮官、この最高司令官は、たんなる理想論や形式ではありません――必要不可欠なものなのです。この事例では、多くの人命、年月、名誉、自由、勝利が救われるかどうかは、全くこの一事にかかっていたことが、明確に示されました。命は失われ、時間は浪費され、名誉は汚され、自由は犠牲にされ、勝利は敗北に転じ、所有物は損失と無に帰しました。この最高司令官、この高等指揮官が不在だったためです。


  そして二千年の歴史の光に照らして見るとき、これは概して教会の物語であると述べても、だれもそれを誇張とは思わないでしょう。命、人は失われ、時間は浪費され、主とその教会の名誉は地に落ちました。自由、勝利、豊かさについてはどうでしょう？――そうしたものはあまりありませんでした。そしてその原因を辿ると、この同じ問題に行き着くのではないでしょうか？すなわち、高等指揮官、最高司令官を過小評価していたこと、もしくは、従っていなかったという問題です。戦争によって、それは必要不可欠であって、他に選択肢はないことが実証されました。教会においても、すべてに優り、すべての上にあり、すべての中にあり、すべてを貫くひとりの御方、その地位にある唯一の御方がいなければなりません。


  相互理解


  最高司令官の必要性の問題について分析されており、その分析の結果、最高司令官と軍隊は互いに知り合い、理解し合わなければならないことが明らかになりました。以下に引用します。「最高司令官は、もし賢明なら、自分の軍隊が自分を知るように配慮するだろう」。これについて多くのことが述べられています。最高司令官はたんなる名目や傀儡ではありません。どこか遠くにいて万事を掌握している人、話にのぼるだけの人ではありません。個人的に知られています。この最高司令官が、自分の軍隊の間に降りて行って自分を知ってもらうこと、個人的接触を持つことを、いかに自分の職務としていたのかを、この本は示しています。彼は自分の民を知っており、彼らも彼を知っていました。


  これは単純ですが実に賢明な記述です。それにはどんな意味があるのでしょう？主にとってまず必要なのは、私たちにご自身を知らせることである、という基本原則を意味します。何事においても、私たちはまず主を知る必要があります。これなしに勝利はありません。主を知る知識によって、この戦いでどれくらい進めるかが決まります。事実、この知識に欠けるがゆえに停滞・敗北することがよくあります。これを裏返して言うと、往々にして、主を知る新たな知識の中に入る時はじめて、勝利の新しい道を進み続けることになるのです。主はご自分の民にご自身を知ってもらうために無限の労力を費やされます。


  これは私たちを新約聖書に連れ戻します。エペソ人への手紙――あの偉大な戦いの手紙（なぜならそれはそのようなものだからです）――で、パウロは「知る」という言葉を大いに凄まじく強調しています。その冒頭で彼は祈ります、「それはあなたたちが彼の召しの望みの何たるかを知るためです」「それはあなたたちが聖徒たちの間にある彼の嗣業の（中略）富を（中略）知るためです」。「それはあなたたちが（中略）彼の力の卓越した偉大さを知るためです」（一・十八～十九）。「それはあなたたちが知るためです……」！「知る」というこの言葉が、私たちの戦いというこの問題全体を支配する言葉です。熟練した兵士だったので、パウロは主を知ることを大いに強調しました。「それは私が彼を知るためです……」と彼はある箇所で書いています（ピリピ三・十）。人々が重視している他の何ものよりもこれは遥かに重要である、と彼は述べました。彼はこの知識を彼が以前持っていたあらゆるもの――莫大なこの世の嗣業の富――と対比しています。「しかし」と彼は言いました、「私はそれをみな無――塵芥――と見なします。それは私が彼を知るためです」。これによりパウロはあのような戦士になったのであり、彼を通して教会の士気が大いに上がったのです。


  「最高司令官は、もし賢明なら、自分の軍隊が自分を知るように配慮するだろう」。もしこの地上の死すべき人のことを賢明だと言えたとするなら、私たちの最高司令官はなおさら賢明です。主は最高の知恵をもって――謹んで申し上げますが――彼を知る私たちの知識が常に確実に増し加わるようにしてくださいます。


  最高司令官の印


  次に、最高司令官に要求される諸々の特徴と、それらがその軍隊に及ぼす影響について見ることにしましょう。


  



  （ａ）明確に定められた目的を持っていること


  



  第一に、最高司令官は明確に定められた目的を持っていなければなりません。私たちの最高司令官はそれを持っておられることを、私たちは新約聖書から知るべきです。しかし、私たちも彼と共に、その明確に定められた目的が何なのかを知ることが大いに重要です。そうでないことが、私たちの弱さの大部分の理由であり、その結果、このような損失と遅延を被っています。主の究極的目的がまさに何なのか、新約聖書から二、三語で説明できる人は神の民の中にどれくらいいるでしょう？私たち自身はどうでしょう。私たちはできるでしょうか？ノート用紙半頁に、主の究極的目的が何かを書けるでしょうか？もしできないなら、私たちはこの戦いで損失を被っており、制限の中にあります。十分な数の主の民が、主の究極的目的を明確に疑問の余地がないほど理解することによって、共に堅く結ばれたなら、どういうことになるか考えてみてください！主はこれをご自身の軍隊に知らせておられます。御言葉にこうあります、「すべての人に見せるためです……」（エペ三・九）。人々が見るべきものは何か、あなたは覚えているでしょうか？


  



  （ｂ）目的を達成する明確な計画を持っていること


  



  第二に、最高司令官はこの目的を達成する方法に関する包括的かつ詳細なビジョンを持っていなければなりません。私たちの最高司令官は、疑いなく、ご自身の目的を達成する方法に関する詳細なビジョンを持っておられます。それゆえ、私たちも同じように、そのビジョンの中で指導を受ける必要があります。言い換えると、私たちは自分たちがどこに向かっているのか、何を求めているのかを、主と共に知らなければならないのです。私たちは言わば「やぶを叩いて」いるのでしょうか？堂々巡りをしているのでしょうか？ただ実験しているだけなのでしょうか？私たちの努力と出費全体のどれくらいの割合が、真に効果的なことを達成しているでしょうか？主の民は単一のビジョン――その目的とそれを達成しようとする神の方法に関するビジョン――によって一つにされて、共に前進する必要があります。これは持ちえない知識ではありません。私たちはその文書を手にしています。ただしそれは、私たちがそれらの文書を学んで、この問題に関して霊的照明を祈り求めるならばです。神の民として、この戦いがどのように行われているのかに関して、私たちは深く考える必要があります。まず第一に、神の究極的目的――たんなる二次的・副次的なものではなく――が何なのかを知る必要があります。そして次に、神が、それによってその目的を達成しようとしておられる原則、方法、手段に関して、御言葉によって何らかの光を与えてくださったなら、私たちもそれらのことを知るよう努めなければなりません。


  



  （ｃ）十分な資源を自由に使えること


  



  第三に、最高司令官は軍事作戦を遂行するために、十分な資源を自由に使えなければなりません。これは鋭い指摘です。私たちの最高司令官に関するかぎり、私たちはこの点に関して何の疑問も持つ必要はありません。私たちはこの問題に関して完全に安息することができますし、安息しなければなりません。彼はこれを遂行するためにあらゆる資源を自由に使えることを、私たちは心の底から静かに堅く確信することができますし、確信しなければなりません。私がこれまで引用してきたこの本には、利用可能な資源の不備・不足によって生じた禍について告げる、長くて恐ろしい物語がのっています。すでに述べたように、私たちの主の資源の十分さに関しては何の問題もありません。しかし、その益にあずかる必要が私たちには確かにあります。再びこの大いなる戦いの書であるエペソ人への手紙を引用することにします、「ほむべきかな、私たちの主イエス・キリストの神また父。この方はキリストの中で天上のあらゆる霊の祝福をもって私たちを祝福してくださいました」（一・三）。パウロは、彼自身や教会が利用できるキリストの中にある資源について、素晴らしい理解を持っていました。この理解から、彼のきわめて喜ばしい最上級表現が発せられました。「おお、この富の深さ」（ローマ十一・三三）。「計り知れない富」（エペ三・八）等々。


  決定的に重要なさらに進んだ点は次のとおりです。すなわち、司令官はこれらすべての資源を自由に使えるかもしれませんが、他方において、司令官と軍隊の間に何かが割り込んで、軍隊への供給が断たれるようなことがあれば、恐ろしいことになる、という点です。もちろん、これにより別の重大な主題――伝達に関する主題――が開かれます。しかし、私たちの戦いに関して、なんの隔てもあってはなりません。疑いであれ、誤解であれ、距離や他のなんであれ、彼と共にあるものまた私たちのために彼の中にあるものと、これらの資源を知る私たちの知識との間の隔てとなってはなりません。再び言いますが、個人的・団体的な弱さや敗北は、神の民のいらぬ乏しさのせいです。彼らは自分たちの嗣業をほんの少ししか引き出して享受していないように思われます。多くの人は利用可能な資源を知りません。敵がこれほどのさばっているのも不思議ではありません。


  



  （ｄ）自分の軍隊から信頼されていること


  



  第四に、最高司令官は、「彼に暗黙の信頼を寄せ、あらゆる個人的・縄張的考えを喜んで彼の下に置く参謀と軍隊」を持たなければなりません。「たとえ彼のやり方がわからない時でも、彼の判断、知恵、指揮能力に対する絶対的な信頼がなければならない」。この地上の軍事作戦で勝利するための本質的要素について述べる時、人々が互いについてこう言える以上、なおさら私たちはこの本質的要素を理解して霊の領域に当てはめなければなりません――その本質的要素とは「たとえ最高司令官のやり方がわからなくても、彼と彼の理解力・知恵・判断に暗黙の信頼を寄せる参謀（霊的にこれに相当するものは何でしょう？）と軍隊」です。


  彼が命じる命令は理解しづらいことがしばしばです。彼の道は本当に「見いだしがたい」ことがしばしばです。彼がしていることやしようとしていることは全く悲惨なことになる、と思いそうになることがしばしばです。にもかかわらず、自分には理解できない時、彼の道が自分の最善の天然的判断とは反対の時、その時こそ試練の時です。私たちは彼に暗黙の信頼を寄せるのでしょうか？彼は何もしていないように思われる時、彼が戦場にいないように思われる時、彼の道がとても奇妙で不可解な時、私たちは彼の判断、彼の知恵に暗黙の信頼を寄せるのでしょうか？これは試練ではないでしょうか？


  しかし、もう一度思い出してください。惨劇と敗北の最初の局面と、輝かしい完全勝利の第二の局面のどちらも、この軍事作戦全体が――関係者全員がすべての個人的・縄張的関心を喜んで最高司令官の下に置いて、問答無用で彼に指揮権を与えることにかかっていたのです。そして、このような問答無用の献身が私たちの側にも確かに求められています。私たちの司令官の統率力に関する疑問、彼の指揮能力と知恵に関する疑いを私たちが持つことほど、敵の狙いを利するものはありません。そのような疑問や疑いを持っていたなら、軍事作戦全体が妨げられていたでしょう。これを述べるのはおそらく容易ですが、これが私たちがその中にある戦いの油断ならない点です。往々にして、この戦いに外側で勝利する前に内側で勝利しなければなりません。そして、この内なる戦いは、私たちの主に対する絶対的信用、彼に対する問答無用の献身、すべてを彼の主権に従わせること、というこの問題の周囲を巡っています。この問題に決着がつかないかぎり、私たちは軍の中で弱いままであり、勝利の道には入れません。


  



  （ｅ）自分の軍隊の忠誠を得ていること


  



  第五に、最高司令官は関係者全員の忠誠を得ていなければなりません。多くのことがこれによります。さらに、最高司令官への忠誠だけでなく、最高司令官によって任命されたすべての人たちへの忠誠、全兵卒に対する忠誠――事実上、全「組織」に対する忠誠も必要です。これはなんと重大なことでしょう！痛ましい歴史の多くの原因は――主の側の不忠実さにではなく――ある程度私たちの側の不忠実さに、次に、互いに対する、主の民に対する不忠実さにまで辿れるのではないでしょうか？新たな忠誠が周囲全体に、上向きにも下向きにも必要ですし、主の最高の御旨に対する献身が必要です。これは、この御旨の中にある人はだれでも全員私たちの仲間であり、私たちは彼・彼女と堅く結ばれていることを意味します。


  その霊的対応物とその適用


  さて、司令官のこの五つの特徴は、まさにこの軍事作戦の偉大な戦略的原則であり、霊的戦略に解釈・翻訳しなければなりません。信頼と協調という焦点を大いに重んじなければなりません。これはまさに主イエスの復活、昇天、高揚によって確立されたものです。「……彼をご自身の右に座らせ（中略）あらゆる支配と権威（中略）唱えられるあらゆる名を超えて高くされました」（エペ一・二〇～二一）。全面的な信頼と協調の焦点である最高司令官、高等指揮官がおられます。パウロはかしらによる協調というこの問題について多くのことを述べました。すべては「適切に組み合わされ」、すべての節々が「供給」し（エペ四・十六）、すべてが調和して共に働いて各々の分を果たします。ただしこれは、それがかしらに焦点づけられている時、彼が「教会に対して万物のかしらである」（エペ一・二二～二三）時の話です。私は比喩を軍隊からからだに変えたことを承知していますが、原則は同じです。


  しかし、主イエスの昇天と高揚によって、全面的な信頼と結びつきというこの焦点が確立されましたが、それはペンテコステの日に初めて機能するようになりました。イエスの昇天と高揚は、事実、聖霊臨在の理由です（ヨハネ七・三九）。ペンテコステは、結局のところ、エリコ前のヨシュアの経験に相当します。ヨシュアが目を上げると、抜き身の剣を持って立っている一人の人が見えました。そこで彼は「その人のもとに行って、『あなたは私たちの味方ですか、それとも私たちの敵の味方ですか？』と言った。すると彼は言った、『いや、しかし、わたしは主の軍の将として今来たのだ』」（ヨシ五・十三～十四）。ヨシュアはひれ伏し、くつを脱いで、礼拝しました――彼はこの御方の前に身を低くしました。これはペンテコステの効力を表しています。主の軍の将が来臨して引き継がれました。聖霊は高く上げられた主の御名と機能を帯びてここにおられます。これにより次のような問いが生じます。教会と個々人――軍隊とその中のすべての構成員――はどれくらい聖霊の唯一の統治下にあるのか、という問いです。これにより、ただこれによってのみ、軍事作戦の勝利、敗北の勝利への転換が保証されます。


  「最高司令官」の問題


  主にご自身の地位についていただくというこの問題は、とても広い範囲にわたって適用できます。非常に多くの人々は主イエスの指導権を、名目上、言葉と口先では、理解して受け入れますが、自分自身はそれに決定的に矛盾しています。この戦いの中にはきわめて多くの「自由契約者」がいます――自分自身で個々に行動する人々がいます――彼らは強く、そうです、熱烈に、「イエスは主である」と宣言します。しかし、実は心の中では、自分が自分の生活、自分の道の主なのです。自分の好き嫌いが支配しているのです。確かに、次のような人々がいます。彼らはイエスは「主」であると歓呼し、「明け渡し」（「明け渡し」は素晴らしい言葉です！）について語る一方で、それにもかかわらず、あらゆる種類の訓練、あらゆる種類の統治、支配、指導に対する強固な反対者なのです。彼らはこの類のものをすべて否定します。彼らは「私は主にあって自由です！」と言います。主ご自身が定められた将校たちは無視されているか、蔑まれているか、少しも敬われていないかのいずれかです。


  これでは敵の思うつぼです。知恵はこぞってこれに反対します。これは神の御心ではないことを示す証拠が、神の御言葉の中にたくさんあります。神は、まず第一に、ご自身の最高司令官、ご自身の高等指揮官を持っておられますが、この司令官の下に――この言葉を使ってもかまわなければ――彼の「部下」も持っておられます。霊的責任を委託された彼の定めた体系も持っておられます。これが理解されなければなりません。そうでなければ、この軍隊は立ち往生し、敵はやりたい放題です。さらに、兵卒たちは全く混乱して落胆してしまいます。


  他方、律法主義を聖霊の地位に置く人々、光と愛を律法厳守に置き換え、それを最高司令官にし、組織を最終的権威としている人々がいます。ご存じのように、パウロはこの戦いでこの律法主義に遭遇しました。ガラテヤ人への手紙から判断すると、これこそ他の何ものにもまして彼の闘争心を引き起こしたものでした。「その者はアナテマです！繰り返します。その者はアナテマです！」（ガラ一・八～九）。この言葉が、組織を聖霊の地位に置こうとするすべての人に向かって発せられました。


  他の人々はコリント人たちのようです。コリント人たちは霊的混乱と弱さと敗北の中にあり、もっぱら天然的好み、天然的判断、人々や事物に関する天然的選択によって駆り立てられていました。彼らの選択と忠義は人間的な考えや判断、好き嫌いによります。もしそのような考えがまかり通るなら、「コリント」的状態が優勢になります。思い出そうではありませんか。パウロはコリントの状況全般に注意して、荒野でイスラエルと第一世代の軍隊全体に起きたことが繰り返されるおそれがある、と述べていることを（一コリ十・一～十一）。彼らは荒野で滅びました。「そして」とパウロは述べています。「その道をあなたは行こうとしているのです。イエス・キリストは主であることに、あなたが注意しないかぎりは。あなた自身の好み、あなたの好き嫌い、あなたの判断、あなたの選択によって支配されてはなりません。聖霊に正当な地位を与えて、あなたの魂とその活動全体を任せないかぎり、その結末にあなたは至ることになります――すなわち、荒野で滅びるのです！」。


  「最高司令官」を認識し、彼に従い、彼に対してまた互いに対して忠実な私たちの姿を、どうか主がご覧になれますように。


  



  第二章 二つの主な目的


  



  「なぜなら、私たちは肉の中で歩いてはいても、肉にしたがって戦っているのではないからです（なぜなら、私たちの戦いの武器は、肉のものではなく、神の御前に力があって、要塞をも破壊し）神の知識に逆らい立っている想像や、あらゆる高ぶりを破壊し、あらゆる思想をとりこにして、キリストに従順にならせます。」（二コリント十・三～五）


  



  さて、戦いにおける次の重要な点――二つの主な目的：神の二つの主な目的と敵の二つの主な目的――に移ることにします。この一大軍事作戦には二つの面があります。一方は主であり、他方は副です。一方は最終的な究極的問題であり、他方はそれを達成するための手段・道具です。私たちはこの両方について考えますが、主に二番目について考えます。


  まず第一に、神の究極的目的――したがってサタンの究極的目的――の第一の面は、「御座」という言葉が意味するところによってまとめられます。御座の権利・要求・目的、その影響の及ぶ領域・範囲、それと関係している誉れ、それが意味する統治、その上に御座が据えられている人々の繁栄と福祉、これらすべてが御座の意味を構成します。これが、究極的かつ最終的に、神の目的です。これらはみな、この一大軍事作戦における神の関心・活動・懸案の諸々の面にほかなりません。このような意義を持つ御座が、この凄まじい戦いと関係しています。


  ですから、敵の目的を見るのは容易です。それはいま述べたことの逆、あるいは反対です。敵の狙いはこの御座の権利・要求・権益を否定することです。この御座の影響を抑え、可能なら完全に排除することです。その下にある人々から繁栄と幸福を奪うことです。こうしたことに敵は取り組んでいます。敵の究極的目的は、こうした方針にしたがって、自分自身ですべて――御座そのものですら――を支配することです。


  これらのことを述べるにあたって、私は、もちろん、聖書に従っており、歴史に従っています。私たちは何に巻き込まれているのか、何に立ち向かっているのか、私たちは理解しなければなりません。


  御座の道具である教会


  この究極的目的の主要な面について短く述べたので、いわゆる二次的な面に移ることにします。しかし、それが二次的なのはただ、それが主要な面に依存しているという点においてのみです。これ――究極的目的を達成するための手段――は唯一の道具であり、その中に御座のこれらすべての特徴や要素が賦与されており、委任・委託されています。御座の権利・要求・権益を否定するために、その上に不名誉や非難を着せるために、その影響が及ぶ領域を削減・排除するために、その臣民から繁栄と幸福を奪うために、これらすべてのことを行うために、敵は戦場の軍勢――御座が働くための媒体・手段、御座を有効化する道具――を全滅させるか、行動不能にしなければなりません。その媒体とは教会です。教会に御座のこれらの権益がすべて委ねられています。教会の中にそれらが与えられています。


  しかし、「教会」という言葉を客観的に捉えないようにしましょう。それを直ちに私たち自身にあてはめて、すべての言葉を個人的に適用しましょう。この問題では、あまりにも主観的になりすぎること、あまりにも自己にかかりっきりになったり内省的になったりすることを恐れる必要はありません。「教会（the Church）」について、あやふやな観念や神秘的な観念を抱いてはなりません。二人または三人が御名の中に集められている所にはどこでも、たとえその表れは微かだったとしても、そこに実際に教会があるのです。そして、すべてはそこから始まるのです。御座に関するこれらの途方もない事柄も同じです。なぜなら、神と敵の最高の究極的目的は、教会の一部である私たちを焦点としているからです。


  被造物のうめきは教会と関係している


  どの問題も教会を中心としている、と言ってもかまわないような気がします。預言者たちのように――彼らの一人は「イスラエルを煩わす者」（一列十八・十七）と呼ばれました――教会も「煩わす者」です。イスラエルを煩わせるだけでなく、すべての諸国民とサタンの王国をも煩わせます。今日も、イスラエル排斥へと至ったエジプトの凄まじい動乱に相当するものが多々あります。これが今日諸国民の間で起きている多くのことの理由です。諸国民の動乱――何のためでしょう？パウロは「全被造物はうめき苦しんでいます」と述べています――なぜでしょう？全被造物は「神の子らの出現」（ローマ八・二二、十九）を待っているのです。神の究極的御旨の焦点、諸国民のこれらの動乱の焦点は、神の子らの誕生・出現・促進です。こう述べるのはあまりにも大袈裟に思われるかもしれません。たしかに、もしそう述べる聖書的根拠がなければ、そう述べるのはあまりにも大袈裟だったでしょう。しかし、エジプトにおけるこれらの動乱は、彼らのただ中にいた脱出するべき民のためでした――その王国の背後にいた勢力には彼らを出て行かせる気はありませんでした！エジプトの地の実際の支配者だった悪霊どもの支配層は、その民を出て行かせたくありませんでした。なぜなら、イスラエルの解放はエジプトや地上の他の諸国民に対する自分の支配権に対する考えうる最大の脅威となるであろうことを、彼らは知っていたからです。


  数世紀後、イスラエルが再び捕囚になった時、バビロンで大混乱がありました。預言者を通して主は言われました、「わたしは人をバビロンに遣わし、彼らの貴人たちをすべて打ち倒す」（イザ四三・十四、欄外）――何のためでしょう？その人々を脱出させるためです！バビロンの動乱！今まさに、諸国民の間に多くの動乱があります。この騒ぎは大部分教会のためであると私は信じています。ひとたび教会が解放されて脱出するとき、分裂や裁きなどがある一方で、サタンは一息つくでしょう。しかし、これが国や国際間の大混乱や騒動に関する正しい解釈かどうかは別として――私は正しい解釈だと思っています――何はともあれ、サタンの王国にとってこれはそうであることに疑いはありません。この問題、騒乱、大混乱の原因は、戦場にいるこの別の軍勢です。それは煩わせる者です。


  この戦いはキリストの真の表現を焦点としている


  さて、新約聖書に啓示されているとおりの――特に使徒パウロの手紙を通して実に豊かに啓示されているとおりの――教会に近いものを実際に表現する方向に向かう動きが生じるやいなや、人間的騒乱を超えた騒乱が生じます。それには何の合理的理由もないように思われます。これを考えるヒントとするべきです。キリスト教がこれに欠けている時、それに匹敵する霊的騒乱は生じません。これは実に意義深いことです。有機的表現に欠ける教理の提示はあるかもしれませんが、これはサタンを大して煩わせません。私たちは最大限正統的で健全かもしれませんが、サタンの全力の反対に依然として遭っていないかもしれません。しかし、実際的目的のために教会を有機的に表現することを視野に入れるとき、あらゆるところからどこからともなく問題がやって来ることに気づくのです。


  繰り返しますが、キリスト教が形式的・聖職者階級的組織で、霊的力に欠けている時、サタンは少しも自分自身やキリスト教を困惑させません。キリスト教が霊性を模倣した神秘的・美的・芸術的・魂的模造品である時、サタンは少しも困惑しません――むしろ大いに喜びます。神秘主義が霊性と見なされて、大衆がその幻想の中に捕われる時、サタンは喜びます。口先の告白だけで有機的実際に欠けているなら、何の問題も起きません。名前、肩書、称号だけで、その神聖な実体に相当するものに欠けているなら、それは反対を受けることなく自らの道を進むまま放っておかれます。組織や機関があっても、天的性質と霊的性格に欠けているなら、その道は事実上何の妨げも受けません。しかし、団体的にキリストを実際に表すものを主が目指されるとき、問題が生じます――すでに述べたように、天然的・人間的な線では全く説明のつかない問題が生じます。


  敵は、事実、自分の領域内でキリストが実際に、生き生きと、有機的に表現されることに激しく反対します。なぜなら、そのような表現は実際のところ、神の御座を実効的に衝撃力をもって示すからです。それゆえ、問題が生じます。サタンの勢力はあらゆる手を尽くして、その実現に反対します。使徒の時代から今日に至るまで、天的・霊的・永遠的性格を帯びた教会が表される時――それがいかに小さな表われだったとしても――それを破壊しようとするサタンの断固たる多面にわたる奮闘の的にならなかったものは一つもありませんでした。歴史の多くの出来事がこの発言と関係しています。これが、結局のところ、まさにエペソ六・十二以降の意味ではないでしょうか？「私たちの格闘は肉や血に対するものではなく、主権者たち（中略）権力者たち（中略）この暗闇の世の支配者たち（中略）天上にいる悪の霊の軍勢に対するものです」。しかしパウロがこの言葉を記すずっと前に、パウロの主人である主イエスご自身がこのサタンの大反対について語られました。彼は「ハデスの門」について語られました――これは「死の議会」を意味すると私は理解しています――それは教会に打ち勝とうと決意して活動しています。


  さて、これに関する敵の策略や戦略を整理する試みは、とても私たちの手には負えません。しかし、二つの点に注目することにしましょう。


  第一に、御座とその意義は、良かれ悪しかれ、教会に見られるキリストの表現によって、きわめて大きな影響を受けます。つまり、事実上、キリストが正しく表現されているか、誤って表現されているかによってです。御座に直接的かつ即座に最も影響を与えるものは教会です。これは事実です。


  第二に、二次的要因は一次的要因ではないことを常に覚えておく必要があります。これに私たちがもっと気をつけて警戒していれば！私たちはほとんど絶えまなくこの問題に引っかかっています。何かが起きます。人々が様々な振る舞いをします。状況が生じます。緊張、騒動、葛藤、その他諸々のことが生じます。すると私たちはすべてを二次的要因のせいにします――当人や関係者たち、状況、状態等々のせいにします。まっすぐ一次的要因に向かいません。すべての背後にこの邪悪な勢力がいることを理解しそこないます。あの人の振る舞いの背後には、何かそれ以上のものがあります。このいっさいの背後で何かが働いています。その狙いはまさに、あの御座を損なうことです――その誉れ、栄光、影響の及ぶ範囲と領域、その民の権利・要求・幸福を損なうことです。多くの小さな、普通に思われる「出来事」は、まさにこれと関係しています。しかし、私たちはたんなる「出来事」として受け止めて、二次的要因を誤って先にしてしまうのです。


  前の章で述べましたが、悪魔よりもむしろ自分自身の愚かさのせいであることがたくさんあります。しかし、この別の領域があります。大袈裟だと思われないように、あなたを御言葉に連れて行きましょう。いわゆる二次的要因のいくつか――教会の敗北つまりこの軍隊の退却という結果になる理解の欠陥――が実際にこのエペソ人への手紙の中に、教会の偉大な戦いの手紙の中に見られます。


  「エペソ書」――戦いの手紙
 「この啓示の卓越した偉大さ」


  この手紙の最初の三つの偉大な章により、私たちは神の教会を示しました。この素晴らしい器、この神の傑作は、永遠の過去に神の御旨の中で生まれました。章に分かれているせいで、その継続性、この文書全体の一体性を、私たちは時として認めそこなっており、一つの段階から次の段階へと自然に移っていけていないのではないかと、私は恐れます。しかし、ここではこの偉大なものが示されています――まるで永遠から引き出されて示されているかのようです。そして、人の数百語の言葉によるこの説明は、約二十世紀の間、それを理解しようとするあらゆる試みを打破して退けてきたものであり、今日、以前にもまして人々はそれに向かって身を伸ばしています。これは誇張ではありません。あなたはそれを理解できるでしょうか？この最初の三章の最も短い文章のいくつかを見てください――あなたは打ちのめされるでしょう！


  さて、この手紙の後半（四～六章）の内容の主題は、四つの区分に分かれています。最初の二つの区分は短く、最後の二つの区分は長いです。それらをごく短く概観する一方で、それらを適用しそこなわないようにしましょう。


  （ａ）「召しにふさわしく歩む」


  パウロは、このように教会を示して、今や、ごく自然な流れで、その実際的結果に関する考察に移ります。彼の冒頭の言葉は、難題と試金石に満ちています。「私は（中略）あなたたちに懇願します。あなたたちが召された召しにふさわしく歩みなさい。謙虚と柔和を尽くし、忍耐をもって、愛の中で互いに忍び合いつつ、御霊の一を熱心に保ちなさい……」（エペ四・一～三、改訂標準訳三節と対比せよ）。さて、これらは特定のとても一般的な「二次的原因」と直接関係しています。しかし、この巨大な御旨は、永遠から発したものとして、啓示され、開示されたものですが、それが真に表現されるかどうか、それはたんなる幻や、たんなる考え・理想ではなく、現実であることが証明されかどうかは、すべて私たちが「ふさわしく歩む」ことにかかっています。私たちの歩みにかかっています。すべてが、私たちの謙虚さ、柔和さ、忍耐、私たちが愛の中で互いに忍び合うこと、一を保つ私たちの熱心さにかかっています。これは私たちにとって難題ではないでしょうか？しかし、これらは戦場における私たちの霊的武器であり、それらを効果的に用いるには多くの恵みと信仰が必要です。


  ああ、憤懣、いら立ち、立腹！――こうしたものが日中私たちの上に臨んで、生活を乱し、歩みを無価値なものにしようとします！謙虚さに対する挑発！自己主張の罠、喧伝、脚光を浴びようとすること、目立とうとすること、注目を引こうとすること、人々の注目を願うこと――こうしたことや他の多くのことは、謙虚さや柔和さに反します！「忍耐をもって、互いに忍び合い、一を保つよう努めなさい」――私たちの改訂訳ではこうなっています。改訂標準訳では「一を熱心に保ちなさい」となっています―― 一を熱心に、熱心に保つのです！ああ、これは戦いです、途方もない戦いです、決死の戦いの一部です。敵はこのようなことに特に執拗でたゆみないのです。なぜなら、このようなことは教会を戯画化し、御座に触れるからです。


  しかし、これらのことはどれも、いわゆる「二次的原因」の領域に持ち込まれるおそれがあります。「でも彼はこんなことをしました（中略）彼女はこんなことを言いました（中略）それで私は怒りました（中略）怒って当然です！」。このような見方は皮相的であり、真相を見抜いているとは言えません。ああ、そうです、もっと深く見るなら、そこには一次的要因があることがわかります。それが起きるタイミングからこれがわかることがしばしばあります――それはとても邪悪で、とても異様です。あるいは、その攻撃がどこから来たのか、その攻撃はなぜなのかを考えることによって、その真の源が明らかになるかもしれません。しかし、私たちは常にそれに気をつけているわけではありません。それに引っかかって敗北し、この驚くべき教会に関するこの素晴らしい観念は何の役にも立たず――まさに粉々になります。


  （ｂ）「信仰の一」


  第二区分の四・四～六に向かうことにします。ここで、とても短く、問題とされているのは、キリスト以外の何かを一の基礎とする危険性です。「一つ主、一つ信仰、一つバプテスマ、すべてのものの神また父は一つ」。これが一の基礎です。しかし、そうしようと思えば、これによって分裂を生じさせることも可能です。人々が「『一つバプテスマ』の意味は何でしょう？」と尋ねるのを私は耳にしてきました。ある人々は、「もちろん、それは聖霊のバプテスマのことです」と言います。他の人々は、「もちろん、それは水のバプテスマのことです」と言います――すると直ちに、このまさに一の基礎に関して分裂が生じます！このどちらの解釈も必ずしもここにはあてはまらない、と私は思います。その意味は次のようなものだと私は信じています。すなわち、「私たちはみな一つ御霊の中で一つからだの中へとバプテスマされました」（一コリ十二・十三）という意味です。そして、この「一つバプテスマ」はキリストの中へのバプテスマです。何なら、これは聖霊によると言うこともできます。それは水によるとあなたは言えるでしょうか。水によってキリストの中へとバプテスマされる人はだれもいません。水によるキリストの中へのバプテスマを彼らは証しするかもしれませんが、それは別問題です。一つバプテスマは、私たちが信じた時のものであり、私たちはみな一つ御霊の中で一つからだの中へとバプテスマされたのです。


  ですから、問題は「あなたはキリストの中にあるでしょうか？キリストの中へとバプテスマされているでしょうか？」ということです。これが一の基礎です。もしさらに何かを一の基礎とするなら、私たちは一を分割し、破壊し、一つの真理を否定してしまいます。この基礎で十分です。この「一つ主、一つ信仰、一つバプテスマ、神また父は一つ」の内容をすべて知っていれば、それで十分です。それにしたがって生きるとき、私たちは敵の地歩をかなり得ることになります。一の基礎であるそれに付け加え始めるやいなや、私たちはその立場全体を引き渡し始めることになります。私たちの特別な解釈や教えや教理には、一の基礎としての価値は全くありません。重要なのはこの基礎だけであり、それで十分です。


  （ｃ）生活の聖さ


  三番目の区分、四・十七～五・二〇は長い区分であり、とても多くの内容があって、多くの領域を網羅しています。しかし、この区分を読み通すなら、これはみな次のような意味であることがわかります。すなわち、個人的・団体的生活の聖さです。敵はこれに反対することを覚えておいてください。この方面で敵はアジアの諸教会の大半で勝利していました。使徒ヨハネによる使信を通して、主が彼らを責めなければならなかった主な点は、腐敗、汚れ、誤った道徳生活でした。パウロは、ここで、この聖さの問題に関して多くのことを述べています。第一に、個人的に私たちの聖さに関して、次に、私たちと他人との間の聖さに関してです。なぜなら、敵がこの領域で私たちに触れて私たちを損えるなら、敵は御座を打つことになるからです。御座を辱め、その影響力が及ぶ領域を制限し、私たちや他の人々から嗣業を奪うことになるからです。これは心を探ります！


  （ｄ）人間関係


  最後に四番目の区分、五・二一～六・九があります。この区分は主に家庭関係について扱っています――妻に対する夫の関係、夫に対する妻の関係、親に対する子供の関係、子供に対する親の関係、主人に対する僕の関係、僕に対する主人の関係について扱っています。これらの関係は敵が活動する絶好の機会です。しかしここでもまた、私たちはあまりにも実相に対して無頓着なため、習慣的にこれらの二次的要因を一次的要因にしてしまいます。これらの家庭関係や社会関係における挑発や緊張や困難が、私たちをまさに行動不能に陥れ、私たちの霊的生活を損ない、あるいは無に帰しさえすることが、なんと多いことでしょう。そしてまた、これらはしばしばとても狡猾な形で生じます。私たちは自分の失敗からこの教訓を学べないのでしょうか？往々にして、敵は妻や夫を通してやって来ます。まさに明らかになろうとしている、霊的にとても大きな益があるものに関してやって来ます。私たちはこれについて何も知らないかもしれません――しかし敵は知っています！同じことが子供についても起きるかもしれません。悪魔は子供たちを通して多くの策を弄することができます。


  それで、こうした関係がすべてここで俎上に載せられています。重要なのは、決して冷静さを失って、直接当事者を責めてはならない、ということです。もしそうするなら、この戦いに負けます。まず第一に、その機会があれば、静かに立ち去って、「今、敵の狙いは何でしょう――敵は何を求めているのでしょう？」と問いましょう。おそらくここには、この騒動――それがいかに現実的で正当なものに思われたとしても――以上の何かがあります。事実、様々なことが起きています。それは空想ではありません。しかし、これはただそれだけのものなのでしょうか？これを後ろから完全に破れるのではないでしょうか？これをその本拠地で対処できるのではないでしょうか？私が言わんとしていることはおわかりでしょう。性急な皮相的観点に基づいて、私たちはこれをみな一次的要因と見なすかもしれません。しかし、静かに祈り深く考えるなら、それらは全く二次的要因にすぎないことがわかります。二次的要因を基準にしてはいけません。むしろ、それらの後ろに回り込んで、隠れた一次的要因――この場合は大敵の活動――に至らなければなりません。


  啓示とそれに関する戦い


  さて、いま考えたこの四つの節もしくは区分は、教会に関するパウロの強力な啓示・提示と、教会を巡る霊的戦いに関する彼の偉大な示しとの間に置かれていることがわかります。意義深い位置にあります！ここに比類ない神の御思いである教会が示されています。ここに、他方において、無数の悪霊どもとの戦いが示されています。そして、両者の間に挟まれた形で、夫と妻、妻と夫、子供と親等々があります。無関係である、とあなたは反対されるでしょうか？それに答えて言いましょう。四章一節の「こういうわけで」は、私たちの行動と振る舞いに関するこの中間区分を、それに先立つ啓示と直接関連づけているのです。事実上、「こういうわけで、もしこれらの関係に気をつけなければ、この啓示は全く無価値です！」と述べているのです。


  そして六章の「最後に」という言葉は（この言葉は「終わりに」という意味ではなく、「さて、この点からすべてを先に進めると」「すべてをまとめて先に進めると」という意味です）――この「最後に」という言葉は、啓示と行動の両方を戦いの中にもたらします。「最後に、主の中で強められなさい（中略）なぜなら私たちの戦いは……」。これはみな途方もない戦いの一部なのです。日常茶飯事とあなたは見なすかもしれませんが、それらをすべて対処することは、霊的戦いの一部なのです――敵自身との赤裸々な戦いに出て行くのと同じくらい、大いにこの霊的大戦争と御座の大問題の一部なのです。


  終えるにあたって、私たちが見てきたことにはみな、ある重大な意味があることに注意しましょう。それはこういうことです。まず、エペソ書一～三章にあるような教会に関する教理を持っていても、それに見合う生活と歩みに欠けているなら、この問題全体を台無しにしかねません。私たちは教会――素晴らしい用語、素晴らしい観念です――を持っているかもしれません。それはとても素晴らしく、とても魅力的なので、私たちはそれについて延々と話し続けるかもしれません――しかし、それは機能しているでしょうか？本当に機能しているでしょうか？私たちは真にその中にいるのでしょうか？その答えは、私たちの日々の歩みと行動、これまで述べてきたいわゆる「ありふれた」関係の中にのみ見いだされます。それが答えです。それは、私たちがどれだけ、自分と自分の持ち物のすべてをかけて、これに打ち込んでいるのか、という問題です。


  キャンベル・モルガン博士がとても鋭い発言をするのを聞いたことを思い出します。彼は言いました、「ありえない仮定をすることをお許しください。もしキリストが敗北したら、あなたは何を失うことになるのでしょうか？あなたはこの問題にどれくらい自分を投資しているのでしょうか？もしキリストが敗北したら、あなたはすべてを失うことになるのでしょうか？」。確かに、これはありえない仮定です。なぜなら、彼は決して敗北しえないからです。しかし、何らかの形で彼が私たちの中で敗北したと仮定すると、私たちは何を失うことになるのでしょうか？


  この戦いの核心は御座である


  また、これらの実際問題を教会の権益から、そして霊的戦いから切り離すなら、それらを対処する力を失います。あなたはこれを把握しているでしょうか？もしこれらの家庭の状況を対処できないなら、もしそれらの問題――「彼はとても厄介な夫です」「彼女はとても頑固な妻です」「この子らはとても手に負えません」――と格闘しているなら、もしそれらの問題を対処するために戦っているところなら、あなたにはわかっているのではないでしょうか？それは結局のところ教会の問題ではないかもしれませんが、自分があまり先に進んでいないことを。そして、この諸々の状況を対処するための適切な背景が自分にはないことを。あなたはその問題を主の証しと関係づける代わりに、単体で取り扱おうとしているのではないでしょうか？あなたとあなたの夫あるいはあなたの妻との間のこの不調和、不一致は御座に触れるものであり、主の栄誉に触れるものであり、まさにその見地に基づいて対処されるべきものであることを、あなたは認識していないのでしょうか？それはたんに私たちの小さな家庭問題を解決する問題ではありません――私たちは一般的状況に処する力を得なければなりません。もしかすると、これらの問題は御座が関係している大きな霊的戦いの一部であることを認識しつつ、これらの問題を正しい領域の中に持ち込むなら、驚くべきことが起きるのを見るかもしれません。


  しかし、最終的に私たちは出発点に戻ります。この詳細全般を上回る支配的問題は、御座の問題です。その誉れと栄光、その影響の及ぶ領域と範囲、御座の権利と要求と権益、その下にある人々の幸福です。すべてがそれに帰着します。なぜなら、これがこの戦いの目的だからです。私たちの家や、私たちの地元の群れで、批判したり、裁いたり、罪に定めたり、監視し合ったり、状況や人々を責めたりするのを、やめようではありませんか。そして、自分たちの問題は後ろから対処されるべきものではないかどうか、確かめようではありませんか。どの土地でも、教会にそれをそのように対処してもらおうではありませんか。教会はこの状況に正面から立ち向かいましょう。「ここを見てください、主の御座と主の誉れがこれによって影響を受けています。神がこの道具、この器を起こされたのであると、私たちは信じます。そうである以上、それは御座と関係していたのです。ですから、神の御言葉によると、この器が教会の真の表現となることが必要です。それゆえ、地獄はこぞってそれを駄目にし、傷つけ、難破させ、破壊しようとすることを、私たちは理解しています」。


  これはなぜそうなのでしょう？敵は個人としてのあなたや私、小さな地元の群れや団体のことを気にしているからではありません。あの御座に目を付けているからであり、私たちの状況――家庭や教会の状況――は御座に触れているからなのです。この現実に順応しようではありませんか――それはすべて御言葉の中に記されており、真実だからです。このように問題を取り扱おうではありませんか。私たちの姿勢は次のようなものでなければなりません、「この状況がこれ以上続いてはなりません。それと関係しているもののゆえに、もはや一日たりとも続いてはなりません。どんな代価を払っても、この問題に関して敵を滅ぼさなければなりません！」。


  



  第三章 士気


  



  エルバアル、すなわちギデオンは、彼と共にいるすべての民と、早く起きてハロデの泉のそばに陣を敷いた。ミデアンの陣営は彼らの北側、モレの丘のそばの谷にあった。主はギデオンに言われた、「わたしがミデアン人を彼らの手に渡すには、あなたと共にいる民は多すぎる。イスラエルはわたしに逆らって自慢し、『私の手が私を救ったのだ』と言うかもしれない。それゆえ、今、民に聞こえるように宣告し、『だれでも恐れおののく者は帰り、ギレアデ山から離れよ』と言いなさい」。すると民の二万二千人が帰り、一万人が残った。主はギデオンに言われた、「民はまだ多すぎる。彼らを水の所に連れ下りなさい。わたしはそこであなたのために彼らを試す。わたしがあなたに、『この者はあなたと共に行かなかればならない』と言う者は、あなたと共に行かなければならない。わたしがあなたに、『この者はあなたと共に行ってはならない』と言う者は、すべて行ってはならない」。そこで、彼は民を水の所に連れ下った。主はギデオンに言われた、「犬がなめるように、舌で水をなめる者はみな、別にしておきなさい。同じように、ひざをついて飲む者もみなそうしなさい」。すると、手を口に当てて水をなめた者の数は三百人であった。しかし、残りの民はひざをついて水を飲んだ。エホバはギデオンに言われた、「水をなめたこの三百人で、わたしはあなたたちを救い、ミデアン人をあなたの手に渡す。しかし残りの民はおのおの自分の場所に帰らせなさい。」（士七・一～七、改訂標準訳）


  



  「敗北から勝利へ」という例の本で取り扱われている主題全体の中で最も重要な面の一つは、「士気」の問題です。この記録ではこの士気の問題にとても多くのページが費やされています。なぜなら、士気の欠如のせいで、また士気が崩れて他の人々に影響が及んだせいで、完全な大敗北寸前になることが時としてあったからです。逆に、士気の回復が輝かしい結末に至るうえでとても大きな役割を果たしたのです。


  ギデオン軍の削減


  この「士気」という言葉は、もちろん、ギデオンの物語の核心です。この言葉はこの問題全体の要約ではないでしょうか？まず第一に、恐れおののいている者はみな除かれました。第二段階では、士気を挫きかねない個人的用件のある者は、すべて家に帰るよう命じられます。この大削減行動を、主は質を確保するために命じられました。もちろん、数に関して言うと、これはあれかこれかの問題ではありません。数が多いか少ないかの問題ではありません。また、これは救いとは全く関係ないことをはっきりさせましょう。贖われた者は「だれも数えることのできない大群衆」（黙七・九）になります。「主は（中略）だれも滅びることがなく、すべての者が悔い改めに至ることを望んで（中略）辛抱強くあられるのです」（二ペテ三・九）。この領域では主は何も制限しておられません。「この数は多すぎる」とは主は決して仰せになりません。しかし、これは奉仕の問題です――ご自身の民の間における主の権益のための特別な奉仕と責任の問題です。それは主の誉れの問題です。


  この物語の真意を把握するには、神の民の間にはびこっていた当時の状況を思い出す必要があります。なぜなら、この問題はまさに、ご自身の民に託された主の御名の誉れの問題だったからです。ご自身の民の間で御名を恥辱と不名誉から解放するには、戦闘部隊にある資質が必要です。これがこの物語の核心であり、これが今回私たちが考えようとしていることです。


  従軍の問題


  さて、士気の問題に関して先に進む前に、私たちの戦いの一般的問題に戻ってもいいでしょうか。私たちは教会、キリストのからだ、他の事柄のような、神聖な真理や啓示の様々な面についての教えをたくさん持っているかもしれません。その教えに価値がないわけではないかもしれません――大いに有益でさえあるかもしれません。しかし、私たちは、主の民として、実際に戦時下にあることを、よくわかっているでしょうか。私たち神の民は戦争状態の戦場にあることを真に自覚しているでしょうか？自分は一大軍事作戦に参加している、このことでは決して手を抜かずに最後まで戦い抜くぞ、という自覚や意識を、すべての部署や個人が持っているでしょうか？キリスト者の戦いという主題についての教え・指導・情報と、実戦で戦っている自覚とが乖離しているかもしれませんし、確かに乖離していることがよくあります。主の民の多くがこの教えに耳を傾け、それに興味を持ちますが、実際には戦いに参加しておらず、戦いの役に立ってもいません。「進め、キリスト者の兵士らよ！」と歌いながら全然戦わないのは愚かなことです。


  きっと、今のような時、主は私たち全員に、若者にも老人にも同じように、こう仰せられるでしょう、「あなたは、自分が軍務に、一大軍事作戦に参加している事実を、真に自覚しているでしょうか？あなたは、この宇宙で起きている途方もない何かの一部であり、その中で大いに決定的な個人的地位についていることを、真に自覚しているでしょうか？」。私たちがこれを決定的かつ明確に自覚するようになることが緊急の課題です。もしかすると、私たちの敗北の多く、私たちの間の惨事の多くは、大部分次の事実によるのかもしれません。すなわち、私たちは敵との戦いに向かっておらず、あまりにも敵をのさばらせているのです。敵に地歩を与えて、敵が私たちを弄んで好き勝手するのを許しているのです。この問題に関して私たちが自分の足で立ってさえいれば、おそらく、避けられた災難もあったでしょう。私たちは諸々の環境――肉体的弱さ等――を別個のものと思ってきました。それに立ち向かって、「この裏には敵からのものがどれくらいあるのだろう？」とせめて問うことすらしなかったのです。もちろん、肉体等の制限に関するすべての事例で敵が優位に立っているわけではないかもしれませんが、とても多くの場合、敵が優位に立っています。解放の道は、「永遠の命を握」って「信仰の良い戦いを戦」（一テモ六・十二、欽定訳）わなければならないことを認識することです。「永遠の命を握りなさい」！


  士気の基礎


  さて、この士気の問題について、これまで述べてきた本から素晴らしい節を引用したいと思います。この報告を作成した偉大な陸軍大将である著者はこう述べています、「士気は心の状態である。それは人の群れ全体を動かす無形の力であり、これにより彼らは何かを達成するために代価を顧みず自分を捧げ尽くす。これにより、自分は自分よりも偉大な何かの一部であると彼らは感じるようになる。そのような感覚を彼らに持たせて、士気を持続させるには（士気の本質はその持続性にある）、一定の基礎を据えなければならない。これらの基礎とは霊的、知的、物質的基礎であり、重要性はこの順番のとおりである。霊的基礎が第一である、なぜなら霊的基礎だけが実際の試練に耐えうるからである」。（これは素晴らしくないでしょうか？もちろん、「霊的」という言葉の意味については様々な考えがあるかもしれませんが、これを天的事柄の領域で解釈すると、この原則は実に健全であり、この知恵は実に深遠です。）「知的基礎が次である、なぜなら人は感情だけでなく理性の影響も受けるからである。物質的基礎が最後である――大事だが最後である――なぜなら最も高度な士気は時として、人の物質的状態が最低の時に生じるからである」。（なんと大きな霊的益をこれから引き出せることでしょう！）


  彼は続けて言います、「自分の事務室に座ってこれらの基礎を列挙していた時のことを私は思い出す。そのリストは次のようなものであった。」


  「１．霊的基礎：
 （ａ）偉大かつ崇高な目的がなければならない。
 （ｂ）それを達成することが絶対に必要でなければならない。
 （ｃ）それを達成する手段は勇猛果敢なものでなくてはならない。
 （ｄ）自分の姿勢や行動がこの目標達成に直接影響を与える、という意識を持たなければならない。」
 （これを天的事柄の領域に翻訳すると、なんと重要不可欠な教訓に満ちていることでしょう！）


  「２．知的基礎：
 （ａ）目標は達成可能であると心に確信していなければならない。」（これは心を探ります！）
 「（ｂ）自分が属している組織、目標を達成しようと努めている組織は、健全かつ効果的であることを、理解しなければならない」。（おそらく、これを次のような意味に解釈できるでしょう。すなわち、私たちは自分の信念を信じて、目的のものを得るための教会の霊的装備の妥当性を認識しなければならない、という意味です。）
 「（ｃ）自分の指導者たちに信頼し、どんな危険や困難に遭うよう求められたとしても、自分の命は無駄に費やされることはないと理解しなければならない」。


  「３．物質的基礎：
 （ａ）自分の指揮官や軍から十分な支援を受けられる、と感じられなくてはならない」。（私たちの指揮官から十分な支援を受けられることについては何の心配もありません！しかし、おそらく、軍から個人的・総体的に十分な支援を受けられるかどうかは、必ずしも定かではないかもしれません。軍のその他の部分からの支援が確かであることが、士気の重要な要素です。）
 「（ｂ）可能なかぎり、任務のために最高の武器と装備が支給されなければならない」。（『神の御旨全体』にしたがって指示を与えてくれる『牧者たちの下に』いる責任を思い出さないでしょうか？）
 「（ｃ）作業環境はできるだけ良好でなければならない」。


  士気の基礎をこう分析・要約した後、著者は次に古典的文章を付け加えます。それに私は二重線を引きました。これを陸軍大将が述べていることに注意してください。彼は大胆にもこう述べています、「キリスト教宗教は他の何ものにまして永続的勇気の源である。永続的勇気こそ、士気を構成するあらゆる要素の中で最も価値あるものなのである！」。


  この本にはこうしたことがたくさん記されています。この士気の問題は最も重要な問題です。このような士気の欠如・衰退に対抗するために、主はギデオンにとても重大な注意を与えて言われました、「水をなめたこの三百人で、わたしはあなたたちを救い、ミデアン人をあなたの手に渡す」（士師七・七）。


  士気に対する敵の攻撃


  さて、これについて少し考えるなら、私たちの新約聖書は士気についてかなり述べていることに気づきます。なぜなら、結局のところ、「キリスト・イエスにある恵みの中で力づけられなさい」（二テモ二・一）「主の中で、また彼の偉大な力の中で力づけられなさい」（エペ六・十）「男らしく、強くありなさい」（一コリ十六・十三）といった忠告や嘆願、このような勧めはみな、霊的士気というこの戦略的問題と関係しているからです――先に進んで進み続ける霊的持久力と関係しているからです。主がこれに置いておられる重要性を私は強調したいと思います。少しのあいだ、前の章で述べたことに触れさせてください。敵の大きな狙いは冠を、御座を辱めることです。その権利、要求、権益を拒否することです。人々から冠を、彼らの遺産を奪うことです。これに対処し、反撃し、打ち勝つには、私たちが「士気」と称している霊的持久力に関するこの問題が実に重要です。


  私たちが引用している著者は、軍事作戦開始時の敵側の状態について、いくつか残念な比較をしています。敵の士気に関して言うと、「長い間、それを打ち破るのはほぼ無理だった」と述べています。そして、彼はその理由を一点に集約しています。彼は言います、「敵は戦う時、まるですべての個人の上に権益全体、問題全体がかかっているかのように戦ったのである。たとえば、五百人がある陣地を守るよう命じられたとしよう。われわれはその陣地を得るために四九五人殺さなければならなかったのであり、残りの五人は自害したのである。一人も降伏しようとしなかったのである」。戦争の問題全体が自分と自分の命にかかっている、という意識を各人が持っていたのです。何のためらいも疑問も持たずに、また他の都合を顧みずに、これに打ち込んでいたのです。これが士気の秘訣です。そしてこれが、一方において、敵の長きにわたる継続的勝利の一大物語の隠れた理由であり、他方において、私たちの敗北の隠れた理由です。


  これはこの問題全体に対する鍵ではないでしょうか？「だれでも恐れおののく者は……」。どうして恐れおののかなければならないのでしょう――どうしてでしょう？どうして恐れなければならないのでしょう？この一大事以上に大事なことが何か自分の生活の中にあるからでしょうか――御座と冠、その統治と仲間の同胞たちの天的市民権という遺産以上に大事なものが何かあるからでしょうか？自分にとってもっと重要なものが何かあるからでしょうか？もしあるなら、それが恐れとおののきの原因です。まさに恐れの存在が、何か他の都合の存在を示します。もし御座の権益と誉れが自分の唯一の関心事なら、それは他のものをすべて脇にやること、そして、死ぬまでこの戦いを戦い抜くことを意味します。これが、明らかに、ギデオンのこの物語における士気の力の原因です。この人々には何の代替案も次善策もなかったのです。


  著者は述べています、「このような敵に直面している兵士は次のことに注意しなければならない。すなわち、敵が何をしているのか、敵は勇敢か臆病かが、その同志全員に大きな違いを生じさせるのであり、戦い全体の結果に直接的影響を及ぼすのである」。士師記七章はすべて、この個人的面に集約されます。これは改訂標準訳のより現代的な翻訳でははっきりと示されています。「わたしがあなたに、『この者はあなたと共に行かなかればならない』と言う者は、あなたと共に行かなければならない。わたしがあなたに、『この者はあなたと共に行ってはならない』と言う者は、すべて行ってはならない」（四節）。神は数千人を取り扱っておられましたが、彼らを言わば「まとめて」取り扱おうとはされませんでした。神は彼らを一人一人取り扱われました。神はこれを各人個々の個人的問題にされました。ですから――「この者はあなたと共に行かなければならない……」「この者はあなたと共に行ってはならない……」と神は言われたのです。すべてが個人的問題にされたのです。


  士気の集団的影響


  しかし――「私たちのうちだれも、自分自身に生きる者はなく、自分自身に死ぬ者はいません」（ローマ十四・七）。つまり、あなたや私が個人的にこの戦いの中にどう立つのかが、この問題全体に影響を及ぼすのです。これを信じさえするなら、なんと素晴らしい助けと力の源になることでしょう！しかし、私たちがそれを信じようと信じまいと、これは事実なのです。これは自然界でも認識されており、霊の領域でもそれ以上ではないにせよ同様に真実です。「あなたたちが主の中で堅く立ってくれるなら、いま私たちは生きるからです」！（一テサ三・八）。この戦いにおけるあなたの振る舞いと私の振る舞い――私たちが立ち上がるか諦めるか――が他の人々に深刻な影響を与えます。確かに与えます！私たちはこれを握って言う必要があります、「この問題は、結局のところ、私だけのものではありません。私の行動、私の霊、私の姿勢が他の人々に影響を及ぼします。もし私が戦いの中で弱くなるなら、もし私が信頼のおけない戦士なら、もし私の様子や状態が日によってまちまちで当てにならないなら、もし私がそんな有様なら、それは状況全体に影響を及ぼします。それはこの団体的からだを、その構成全体を弱めてしまいます」。私たちは身を引き締めて強くならなければなりませんが、それは、私たちがそうなることを私たちの兄弟姉妹たちは必要としているからであり――それがこの戦いでは必要だからです。私たちは決して弱くなって諦めたりしません。なぜなら、この問題では孤立することはできないからです。


  主はこの立場に基づいてギデオン軍に働きかけておられました。主は事実上こう言われました、「だれであれ恐れおののいている者が一人でもこの企てに加わるのを許すなら、その人は他の人々全員に影響を及ぼすでしょう。そんなことは許せません。そのような人はみな去らせなさい。だれであれ個人的都合を持っていて、天然的な自尊心や自惚れのせいで自分自身に栄光を帰す人が加わるのを許すなら、それはこの問題全体に禍いを及ぼすでしょう。そのような人はみな家に帰らせなさい。ここにいるのにふさわしい人々、この解放の道具にふさわしい人々は、純然たる内在的価値のある人々に限られます」。確かにこれが私たちに対する主の取り扱いの理由です――主は私たちを減らし、空っぽにし、弱め、挫折させ、散らされます。神は何をしておられるのでしょう？内在的価値のあるものへの道を造っておられるのです。その価値あるものとは、私たちの目的が主である時、ただ主だけである時に見つかるものです。私たちの問題は主――その栄光、その栄誉――でなければなりません。


  一言で言うと、これが士気です。もちろん、この決定的問題に関して、もっと多く述べることもできるでしょう。もう一つ短い引用をして終わることにします。著者は述べています、「われわれにはわれわれの敵に対して有利な点が一つあった。それは、われわれの目的が、虚偽ではない真実の霊的価値に基づいていたことである。われわれが戦った理由はただ一つである。すなわち、悪の勢力が」（なんという句でしょう！）「真に霊的に価値あるこれらのものを攻撃していたからなのである」。


  彼が「生きるに値する人生」（彼はこの句を後の方で使っています）の価値について述べていたことが、今わかります。これらのものによって、人生は真に生きるに値するものになります。しかし、これを天的事柄の領域に当てはめようではありませんか。この節は繰り返し読む価値があります。彼は続けます、「人は自覚しなければならない、確かに自分には立派な目的があることを、また、もしそれを守らなければ、人生は生きる価値を失うことをである。立派な目的を持つだけでは十分ではない――その目的は勇猛果敢なものでなければならない。たんなる受け身的・受動的なものであってはならないし、『反何々』根性であってはならない。そうではなく、勇猛果敢なものでなければならないのである」。


  これらすべてが士気の基礎です。私たちはこれを深く心に留める必要があります。なぜなら、私たちは東南アジア軍事作戦よりも遥かに偉大なものの中にあるからです。遥かに、遥かに偉大な問題がかかっています。遥かに偉大な冠と御座と御名と統治と祖国が関係しています。遥かに大きな敵が戦場にいます。ですからパウロは懇願します、「それゆえ私はあなたたちに懇願します……」。そして、教会の輝かしい究極的完成のための戦いというこの問題全体を次のようにまとめています。「最後に、主の中で、また彼の力強い大能の中で力づけられなさい。神のすべての武具を身に着けなさい。それは、あなたたちが立つことができるためです（中略）。神のすべての武具を取りなさい。それは、あなたたちが邪悪な日にあって抵抗することができるためです」。


  「主の中で力づけられなさい」！どうか主が私たちを助けてくださいますように！


  



  第四章 諜報、単一性の中の多様性と、多様性の中の単一性


  



  「それは、私たちがサタンにつけ込まれないためです。なぜなら、私たちは彼の策略を知らないわけではないからです。」（二コリント二・十一）


  



  Ａ．諜報（Intelligence）


  私たちの霊的戦いにおいて考慮すべき次の重要な要素は、諜報の問題です。上記の聖書の御言葉を引用したのは、とっかかりとしてではなく、その文脈を遥かに超えたものへの鍵としてです。まるでこの御言葉をその文脈から切り離しているように思われるかもしれませんが、決してそうではありません。再び例の本から引用することにします。この本からすでに多くの抜粋を引用してきましたが、これは先の戦争中、東南アジアで実施された軍事作戦の偉大な記録です。「敗北」という見出しの下で――この主題に、この長い報告の半分が割かれていますが、これは悲しい悲劇的な部分です――次のような言葉が述べられています、「われわれの諜報はひどくまずかった。われわれは盲目のボクサーのようだった。見えない敵を叩こうとしていたのである。また、当たるまでどこから飛んで来るのかわからないパンチをよけようとしていたのである。われわれの諜報組織全体があまりにも非効率的だったことが、おそらく、われわれの最大かつ唯一の障害だった」。


  この言葉はすべて重要であることがわかります。なぜなら、これが最も重要になるのは霊の領域においてだからです。著者は続けます。
 「最初に正すべきは諜報組織だった。情報をある程度信頼できるようにならないかぎり、敵を首尾よくつかまえる望みは持ちえなかった。われわれは系統的に収集された機密情報の欠如を一度も補わなかったのだが、戦争が始まった時、われわれにはその機密情報が必要だったのである。」


  さて、このわずかな抜粋は、私たちの戦いにとっても、きわめて啓発的であり、教訓的であり、重要です。霊的戦いのための霊的諜報、これは領域の大半を網羅します。ここでとても力強く指摘されているように、これは軍事作戦全体の基礎です。霊的諜報に欠けるなら、勝利のための決定的条件の一つに欠けることになります。これは地的領域ではよく知られている定説です。すでに繰り返し述べてきたように、もしこれが天然の領域で証明されてきたように真実だとするなら、霊の領域ではなおさらです――霊の戦いにおけるこの諜報の問題になんと多くのことがかかっていることでしょう！


  霊的諜報は敵の盲目にする働きへの反撃である


  そこで、天然的戦いから霊的戦いに移ることにします。この霊的戦いをあなたも私も戦っています（戦わなければなりません）。


  第一に、次のことに注意しましょう。私たちをサタンから解放するための神の御計画はすべて、霊的諜報つまり霊的照明に基づいており、それによって有効になります。使徒パウロの回心に際して、主は彼の生涯の働き、彼の任務を示して言われました、「わたしはあなたを遣わします。それは彼らの目を開いて、彼らをサタンの力から神に立ち返らせるためです」（使徒二六・十七～十八）。ここでは明らかに、次のことが前提になっています。すなわち、生来、人はみなサタンの力の中にあることです。また、彼らがそこにいるのは盲目のためであることが暗示されています。彼らは束縛されており、サタンの捕虜であり、サタンが彼らを支配していますが、その本質、その原動力、その力は、霊的盲目です。ですから、その解決法は、彼らを捕えている者に対する客観的・外面的働きかけという手段にはよりませんし、「サタン」と称されている想像上の霊的勢力を打ち破ろうとすることにもよりません。霊的に盲目な目が開かれて見えるようになる、内なる働きによります。ですから、私は繰り返し言います。人を敵から解放する計画はすべて、霊的照明に基づいており、それによって有効になります――すなわち、霊的諜報によるのです。


  （ａ）敵は自分自身と人の状態を隠す


  自分の力と人類に対する自分の支配を維持する敵の究極的戦略は、彼らを無知の状態に保つこの路線によります。敵が最も成功を収めている策略の一つは自分自身を隠すことです――彼自身と彼の働きについて人を無知な状態に保つことです――そしてまた人自身の状態を人から隠すことです。人は、もちろん、自分が盲目であるとは信じようとしません。自分が盲目であることを人に信じさせるのは、とても難しいことです。人は知性、良識、学識、啓蒙的であると思われる多くのものを持っているのではないでしょうか？自分が盲目であることを人に信じさせるのはきわめて難しいです。これはサタンが驚くほど大成功を収めている動かぬ確かな証拠です。彼は人自身の真の状態を人から隠しており、自分自身の盲目さに対して人を盲目にしています。


  （ｂ）敵は知識を遮る


  敵の重要な戦略のもう一つは、あらゆる知識を遮ることです。この本には偵察と、偵察の妨害について多くのことが述べられています。敵がどのように優位に立って、最初の軍事作戦で凄まじい勝利を得たのかについて多くのことが述べられています。それは主として、敵軍の偵察部隊を完全に活動不能にすることによりました。著者は偵察不足や偵察の失敗について、そしてその代償について、絶えず不平を鳴らして抗議しています。この遮断の問題では、相手側に機密情報をもたらす工作員や手段をことごとく断ち切るこの問題では、敵が疑いなく優位に立っていました。


  敵に関する私たちの知識、敵と敵の方法に関する私たちの情報について、あまり多く述べようとは思いません。それよりもっと益のあること、もっと積極的なものに取り組みたいと思います。しかし、諜報を遮り、遮断し、不可能にし、軍隊を無知な状態に保とうとする敵の思惑は、重要な要素であり、先に進むとき私たちはこれを強調しなければなりません。


  使徒パウロは、すでに述べたように、偉大な兵士、偉大な戦士であり、この問題を大いに意識していました。彼自身常にこの問題に立ち向かいました。照らし、啓示、知性（intelligence）、霊的理解力の問題についてパウロが記していることをすべて集めるなら、有益な学びになるでしょう。たとえば、六回以上、別の場所、別の文脈で、パウロが「私はあなたたちに無知であってほしくありません……」（ロマ一・十三、十一・二五、一コリ十・一、十二・一、二コリ一・八、一テサ四・十三）という句を使っていることは印象的です。この六箇所の文脈を見ると、それぞれ重大な意義があることがわかります。「兄弟たち、私はあなたたちに無知であってほしくありません……」と彼が述べた後、決定的に重要な何かが続くのです。


  霊的知性は、ですから、人を盲目にして煙に巻くサタンの働きから人を解放することと第一に関係しています。


  知性（Intelligence）による嗣業の獲得


  第二に、神の民の嗣業を確保する全き基礎は霊的知性です。これは救われる以上のことです。救いは霊的照らし、内なる目の開眼と共に始まります。しかしその後、救いをその究極的目的であるキリストの豊満へと推し進めることは、霊的知性、照明、理解力、知識の線によります。これらの単語が別のことを意味するのか、それとも同じことの別の言い方なのかは問題ではありません。結果は同じです。


  たとえば、ヨシュア記は嗣業についての書であることを私たちは知っています。民は中に入って行って所有、占領、開拓、継承することになっていました。しかし、イスラエルが四十年前にその地の境界に来た時、まさに最初に取った行動は何だったでしょう？諜報部隊（Intelligence）を設けることでした。その地を探るためにスパイが送り出されました。ヨシュアは諜報員、彼の諜報部隊を派遣しました。諜報活動がここではとても重要でした。ヨシュアとカレブはまさに諜報活動の原則を体現していると言えるでしょう。やがて民が入って行って所有する結果になる報告をもたらしたのは彼らでした。しかしここで興味深い、印象的な、意義深い点に注意してください。民は彼らを石打ちにしようと思ったのです！（民十四・十）。敵はその地にいただけでなく――民自身の心の中に入り込んでいたこと、そこに足場を得ていたことがわかります。これは原則的にも歴史的にもなんと真実でしょう！神のいずれかの民が何らかの新しい光を得始めると、主の道具として、彼らはサタンの憎悪の的になるのです。サタンはその道具を石打ちにするよう軍勢を唆します。彼は霊的照らしの道具を憎みます。


  第二章で指摘しましたが、エペソ人への手紙はすべて一つながりです。つまり、漸進的に進んで行きますが、それにもかかわらず一つのことと関係しています――教会が嗣業にあずかることと関係しています。その実現のために途方もない戦いがなされています。「主権者たち、権力者たち、天上にいる悪霊どもの軍勢」がそれに反対して配備されている、とそれは述べています。しかし、この戦いを引き起こすもの、それを活性化するもの、私たちをして悪の勢力に立ち向かわせるものは何でしょう？パウロは祈っています、「あなたたちの心の目が照らされて、あなたたちが知りますように……あなたたちが知りますように……あなたたちが知りますように……」。これがこの戦いの理由です。それは「神の民が知りますように」というこの点を絶えず巡っています。自分は真にこれを把握しているのか――十分にこれを自覚しているのか――私たちは自問した方がいいでしょう。


  結論
 （１）漸進的知性が勝利に不可欠である


  では、結論はどうなるでしょう？第一に、知性、霊的知識、理解力が、この霊の戦いで勝利するためのとても大きな要素です。これを心に留めましょう。遅かれ早かれ、私たちはこれに気づいてこれを証明することになります。「早い」か「遅い」かは私たちがこの事実を真に把握するかどうかにかかっています。霊的理解力がなければ完全な勝利にはあずかれません。行き当たりばったりで、たまたまそこに着くことはありません。そこに漂着することはありません。気づいたらそこにいた、ということはありません。道中ずっと私たちは、自分たちの手に負えない、主からの霊的理解力と知識――それがなければ切り抜けられません――が必要な状況に出くわすでしょう。前進する一歩ごとに、さらなる霊的知識、さらなる霊的理解力が必要です。それがなければ、私たちはいつまでもお手上げのままでしょう。


  これは経験上真実ではないでしょうか？私たちは袋小路に入ってしまい、主のもとに行かざるをえません。そして、主が光を与えてくださるまで、私たちはその袋小路の中に閉じ込められます。一たび光が閃くなら、一たび理解するなら、一たび「今、私はこの意義を理解しました！」と言えるようになるなら――悪魔の支配は砕かれ、私たちは解放されます。私たちは状況の背景を理解しなければなりませんし、出来事をたんに額面どおりに受け取るのではなくその意義を素早く察知しなければなりません。こう問わなければなりません、「そうですね、これは全く自然に見えます。これは人の失敗や環境等によって、ごく自然にすっかり説明がつくように思われます。しかし、この背後には何かがあるのかもしれません」と。もっと警戒しなければなりません。そうしていれば、もしかしたら、私たちは戦いで打ち負かされていなかったかもしれませんし、私たちの助けを必要としていた人々から不幸にもその助けが奪い去られることもなかったかもしれません。サタンは自分の陰謀を奥深くに秘めて、巧みに覆っているのではないでしょうか？彼は「まあ、見てご覧なさい。それはかくかくしかじかだったのです」と論じます。ああ、ちがいます、それはそういうことではなかったのです！――たとえそうだったとしても、それは私たちにこのような影響を及ぼすべきものではなかったのです。


  霊的知性は、ですから、霊的戦いにおける、そして霊的成長と発達における、一つの途方もない要素です。「それは私たちが知るためです……それは私たちが知るためです……」――ここで大きな戦いがなされているのです！


  （２）知性は行動に導かなければならない


  私たちの結論の二番目の点は、私たちの知性、私たちの知識の後に、行動が続かなければならないということです。たんなる理論的知識ではなく、実践的知識でなければなりません。私たちは聖書の中に霊の戦いの理論をすべて持っているのではないでしょうか？創世記から黙示録までにその計画の全貌があります！しかし、私たちはそれを適用しているでしょうか？それを適用しているでしょうか、それともそれはたんなる理論でしょうか？その後に行動が続いているでしょうか？それとも、私たちが持っている理論は、いざという時、全く何の役にも立たないのでしょうか？助けにならないのでしょうか？私たちは自分の知識を適用・実践しなければなりません。知識は行動に導かなければなりません。


  （３）敵が引き起こす無気力さに対して目を覚ましている必要性


  第三に、敵が特別に関心を寄せているのは、神の民の霊的知識が増し加わらないようにし続けることです。この言葉は領域の大半を網羅します。主がご自身の子供たちに何らかの特別な霊的知識を分け与えようとされる時、大抵、彼らの上に奇妙な無気力さが臨みます。この種の無気力さは時として邪悪なことがあります。それはたんなる疲れや疲労以上のものです。見たところ何の理由もないのに、それは突然私たちの上に臨むように思われます。神の子供たちが、この無気力感に屈服して、そのような時に家にとどまっていたせいで、必要不可欠なものを奪われてしまうのを、私はこれまでの長い経験でよく見てきました。


  私たちは家にとどまりたがる傾向を天秤にかけて、判定しなければなりません。家で静かに一人でいることが主からである時もあるかもしれません。しかし、敵に完敗を喫して何かを奪われていないかどうか、注意しようではありませんか。ああ、神の民はなんと無警戒なことか！それによってなんという損失を被っていることか！確かに、悪魔は無気力さを生じさせたり、何らかの困難、何らかの障害、何らかの環境を生じさせたりします。それは阻止するためです――何かの折りにあなたがそこに確実にいないようにするためです。そうなるとトマスのように、主が来られる時にあなたはそこにいないことになります。これは挽回するのが容易ではない損失であること、後日何らかの敗北を現実に喫しかねないことがわかるでしょう。来るべき状況に必要なものが、主によって備えられてそこにあったのかもしれません。起きていることの意味に注意せず、環境や出来事を額面どおりに受け入れたせいで、あなたは何らかの霊的益を失ったのです。これはなんと重要でしょう！「知識から知識へと至る」よう、どれほど目を覚ましていなければならないことでしょう！パウロが述べているとおりです、「祈りと嘆願のかぎりを尽くして祈り（中略）そのために目を覚ましていなさい……」（エペ六・十八）。


  （４）光で照らす務めに対する敵の反対


  最後に、神の民を霊的に強める務めに対する反対は、サタンのきわめて明確な働きの一つです。この言葉の背後には多くの歴史があります。主を知るいっそう豊かな知識と、彼の教会に関する彼の御旨についての理解とを与える務め――私の念頭にあるのは個人的な務めだけではありません――や他の何らかの手段が起こされるとき、その務めだけでなく、その務めの手段、その務めの媒体や器、その務めの場所までもが、すべてサタンの断固たる反対の的になるのです――それはそれを滅ぼし、打ち倒し、崩壊させ、麻痺させるためです。何らかの方法で――どうにかして――務めのその手段を滅ぼすためです。これに対して私たちがよく気をつけていられれば！


  Ｂ．単一性の中の多様性と多様性の中の単一性


  効果的に効率よく戦う軍隊は、なんと多くの多様な機能から成っていることでしょう！活動と手段の両方に関して、それに付随するものや補うものがほとんど無限にあります。軍隊の中には、多数の明確な「予備軍」や支援軍があります。よくご存じの主な部門のいくつかを考えてみてください。補給のための軍事戦務部には、電気や機械に関する技術者たちがいて、設置・修理・建設をすべて行います。兵站部は、調査・地図作製・経路指定等、とても様々なことを行います。給与部はとても重要であり、人々が自分の分け前や権利を受け取るよう配慮します（そうすることはきわめて重要です。この領域で不満が生じると、組織全体がひっくり返りかねません！）。諜報部については、今しがた述べました。医務部は健康、治療、介護、その他の多くの任務といった問題全般を取り扱います。ここには多くの、多くの機能があります。さらに、これらの主要な部門の中にも外にも、ほとんど無数の細目があります。それらの細目は別の人々に委ねられており、そのすべてが必要不可欠です。


  ここにこの本からの本当に素晴らしいささやかな段落があります。そこでは素晴らしいことが述べられていますが、陸軍大将が述べている点がさらに素晴らしいです。なぜなら、この最高責任者は大きな責任と重い地位と名声にもかかわらず、ごく細かな点をも見落とさなかったことを、これは示しているからです。自分の責任を自覚し、自分の振る舞いや態度が及ぼす効果や影響を自覚している、戦線のすぐ近くにいる人について、彼は述べています。彼は続けます。「しかし、路上で働いている人は中々気づかないだろう。遥か後方では、事務官が軍需品集積場の在庫を確認しており、電話交換手はこつこつと電話を繋ぎ、清掃人は単調な仕事を果たし、補給係将校は整然と靴紐を支給しているのである。これらの人々や他の多くの人々にとって、自分もまた重要であることを理解するのは、さらに難しいだろう。あなたは軍隊の五十万人の中の一人かもしれないが、あなたの単調な任務は計画全体の一部であることを理解しなければならない。そして、それとあなたの上に何がかかっているのかを理解し、それを行うことに誇りと満足を覚えなければならない」。


  私が言わんとしていることはおわかりでしょう。単一性の中の多様性――多様性の中の単一性です。多くの御言葉が心に思い浮かびます。「賜物は多様ですが、同じ御霊です（中略）唯一の同じ御霊がこれらすべてのことを行われます」（一コリ十二・四、十一）。単一性の中の多様性と多様性の中の単一性というこの問題について、パウロは多くのことを述べています。主は教会の中にそれが見いだされるようにされます。


  聖霊：十分な、必要不可欠の、主権を有する御方


  さて、まず第一に、次のことを理解するよう努めましょう。聖霊はこの一大軍事作戦に必要なものをすべて理解しておられます。つまり、彼は必要な領域をすべて網羅しておられるのです。彼ご自身がすべての班、すべての部門、すべての職務のための供給、原動力、能力です。彼はすべてを理解しておられ、必要なものを何一つ見落とされません。彼はすべてを網羅されます。これを別の言い方で述べると、聖霊の中にこの軍事作戦全体――そのすべての部門や詳細――のために必要なすべての才能、能力、賜物があります。彼が教会に与えられているのは、そうしたいっさいのものになるためです。


  しかし、次の段階は以下のことを理解することです。すなわち、聖霊が各自に個人的に与えられているのは、各々をこの一大軍事作戦で機能させるためなのです。この戦いの役に立っていない者、この戦いに必須の存在ではない者、実際に有効ではない者、何らかの形で貢献していない者が、キリストの中に一人もいてはなりません。もしそのような「機能していない肢体」が存在するなら、何かが間違っています。なぜなら、御霊の現われが私たちに与えられているのは「益となるため」である、と御言葉は述べているからです（一コリ十二・七）。「各自に与えられているのは全体の益となるためです」とコニーベアの訳ではなっています。つまり、私たちを包括的な益と利得の一部とするためです。もし私たちがこの戦いに必要不可欠な存在でないなら、聖霊が何らかの形で私たちによって妨害され、阻止され、邪魔され、妨げられていることを意味します。聖霊に対する私たちの関係の中に何か問題があるのです。


  第三に、聖霊は御旨のままに賜物を賜ります。つまり、彼が主権者なのです。自分がこの軍隊の中で何をするのか、どんな地位を持つのか、どんな働きをするのかを決めるのは、あなたでも私でもありません。それは聖霊の権限です。私たちがすでに引用した節の結論でパウロが述べている言葉を思い出しさえすればいいでしょう（一コリ十二・十一）。それは御旨のままに分配される聖霊の賜物に関する言葉です。あなたも私も、ですから、自分の生得権として、「聖霊は私たちを何らかの方法で資格付けて、この偉大な軍隊で機能を果たす者にしてくださらなければなりません」と要求するべきです――これは「補給係将校が規則的に分配する靴紐」のような者であれ、あるいは、遥かに重要と思われる者であれ、そうなのです。とはいえ、戦闘中の兵士に靴紐がなければ、それは確かに深刻な問題です！


  私が言わんとしているのは、もちろん、これらはすべて必要であり全体にとって不可欠である、ということです。自分の仕事はあまりにも小さな仕事である――重要ではない、と言ってはなりません。それは重要なのです。確かに、一本の「靴紐」に至るまで全体にとって重要なのです。あなたや私がしている仕事や、与えられた仕事の性質によって、その重要性が決まるわけではありません。その重要性は全体に対する関係によって決まります。重要なのは個人の重要性の問題でもありません――あなたや私ではありません。私たちが帯びうる重要性は、全体に対する私たちの関係に由来します。ですから、私たちはこの問題に関して調整が必要です。


  私は堅く信じています。聖霊は何らかの方法で、この戦いの中できわめて決定的な機能を果たすよう、各肢体、各人を資格付けてくださるでしょう。なぜなら、この「多様性の中の単一性」においては、すべてが大いに関係しあっており、すべての肢体が重要だからです。


  使命感と奉仕の精神の動力


  使命感や責任感の有益さについて、一言述べて終わることにします。自分がその中にあるものの偉大さを、私たちが自覚してさえいれば！聖霊を受けた者として、重要人物、価値ある人物でなければならない、という新鮮な感覚を持ってさえいれば。なぜなら、私たちが聖霊を受けたのは――価値ある者とされるためだからです。自分はどうなのかが重要です。自分がどうなのかは自分にとっては重要ではありませんが、体制全体にとっては重要です。これに関するしかるべき感覚を持ってさえいれば、私たちはなんと救われることでしょう！もし私たちの姿勢が「自分は重要ではありません、役に立ちません」というものなら、間もなくどんな結果になるでしょう？惨めな人生です！


  最近、私は自己憐憫に関する記事を読みました。その記事では、ある女性が精神科医の助けを求めた顛末について述べられていました。「私は神経衰弱に罹っています」と彼女は言いました。精神科医は多大な労を惜しまずに彼女の来歴を分析し、慰めとなる助言の言葉を与えてくれるだろうと、彼女は明らかに期待していました。しかし彼は言いました、「親愛なる御婦人、家にお帰りなさい。あなたの玄関の鍵を回して、鉄道を渡った先にあるあの貧民街に向かいなさい。そして、助けを必要としている人を見つけて、仕事に取り掛かりなさい。そうすれば、あなたは決して神経衰弱にならないでしょう！」。


  この言葉には多くの神聖な良識がこめられています。私たちは与えることによって拡大されます。与えることによって私たちは何も失いません。私たちが増し加わるのは与える道、外に向かう道によります。そうです、「主の働きに常にあふれていなさい」。常に外と調和しなさい。奉仕の精神に促されて、どこにいても役に立つ者、助けになる者となるよう努めなさい。聖書を腕に抱えて、集会に行って語る用意をするだけでなく、実際的方法のかぎりを尽くして主の子供たちに対して霊的・物質的助けとなりなさい。これこそ、私たちを惨めな存在から救うだけでなく、私たちを広げてくれる道です。


  これはとても実際的ですが、大いに真実です。御霊が私たちに与えられているのは「益となるため」です！聖霊は生来の私たちがなりえないような価値ある者に私たちをならせることができます。もし自分自身の状態のまま、自分自身の天然の手腕、賜物、能力のまま――あるいはそれらに欠けたまま――放置されていたら、私たちの多くは今頃どこにいたでしょう？私たちは全く何の役にも立っていなかったでしょう。なぜなら、私たちには何もないからです。しかし御霊は見事に私たちの欠け目を補ってくださいます。私たちの欠点を実際に益にしてくださいます。御霊の助けにより、私たちはみなこの戦いの役に立つ者になれます。そうならなければなりませんし、そうでなければなりません。


  



  第五章 精神もしくは心構え


  



  「なぜなら、私たちは肉の中で歩いてはいても、肉にしたがって戦っているのではないからです（私たちの戦いの武器は、肉のものではなく、神の御前に力があって、要塞をも破壊し）神の知識に逆らい立っている想像や、あらゆる高ぶりを打ち倒し、あらゆる思いをとりこにして、キリストに対して従順にならせます。」（二コリント十・三～五）


  



  この節の後半を取り上げます。「想像を打ち倒し（欄外は『理屈』という別訳を与えています）……あらゆる思いをとりこにして、キリストに対して従順にならせます」。今、この大きな霊の戦いに関する精神の問題を一緒に見ることにします。誤った精神は勝利を危うくする脅威ですが、正しい精神には途方もない益があります。再び、一連の章を通して引用してきた本を用いることにします。この本では「精神」という言葉は明示的に使われていませんが、私が述べようとしていることの本質は確かにそこに見いだされます。


  高等指令官に関する誤った考え


  最初に考えた主題――最高司令官という主題――に戻って、直ちにこう述べることにしましょう。戦場にいる通称教会と呼ばれている全軍勢の最高司令官である主イエスに関して、誤った考えを抱くおそれがある、と。彼に関する誤った考えとは、彼はすべてをささげる対象ではなく、すべてをそこから得る対象である、というものです。自分は本部から何を得られるのか、自分にとってどんな益があるのか、と自己中心的な見方ばかりする、大きな危険性があります。事実上――私たちはこれを決して認めないでしょうが――自分自身、自分の権益を、実際のところ、最高司令官の権益の代わりにしてしまうのです。なぜなら、それが事の成り行きだからです。


  まさにこの点に関して、「大衆的」キリスト教は大きな害を及ぼしています。キリスト教は誤った基礎の上に据えられてきました。つまり、おそらく、より慈悲深くあろうとして、不適切な基礎の上に据えられてきたのです。宣べ伝えはもっぱら、私たちは何を得るのか、という観点からなされています。私たちは永遠の命、平安、喜び、満足を得ます――これらすべてに加えて天も得ます！しかし強調点の大半は、私たちは主イエス、私たちの最高司令官から何を得るのか、ということです。これは、完全に間違っているとは言えないまでも、もし原則となるなら、少なくとも不適切な精神と言えます。クリスチャン生活をすっかり誤解していると言えます。これについては、また後ほど述べることにします。正しい精神――よく聞いてください、この偉大な目的を果たし、この重大な目標に役立つ唯一の精神――は「主からすべてを得よ」ではなく「すべてを主にささげよ」という原則によって支配されている精神なのです。


  これが神の支配原則であり、与えることが満たされる道であるという原則です。主イエスの場合、これは使徒パウロの古典的な一節によって明確にされています。それはこう述べています、「ご自身を空しくし（中略）死にまでも、実に十字架の死に至るまでも従順になられました。それゆえに神もまた彼を高く上げ、そして、あらゆる名にまさる名を彼に与えられました」（ピリ二・七～九）。これが成就されて、自発的に放棄した豊かさが彼に回復されたのは、空っぽになり、与え、注ぎ出す行程によりました。なぜならこれこそ、繰り返しますが、神の原則だからです。そして、この偉大な戦いに従事している人はみな、この精神を持たなければなりません。見返りばかり考えているなら、私たちは打ちのめされ、窮し、阻まれ、敗北するでしょう。これについて誤解しないようにしましょう。これはそうなります。自己中心の生活は常に不満足な生活です。獲得する生活は制限された生活です。


  しかし、与える生活は豊かな見返りの生活です――すべて戻って来ます。「与えなさい、そうすれば与えられます。量りをよくし、押し込み、ゆすり入れ、あふれるばかりに与えられます」（ルカ六・三八）。これは主イエスの御言葉です。永遠の所有を得たいでしょうか？受ける方法は――しかし、この動機からこれを行わないでください――与えることです。これが原則です。主イエスに関して「彼は常に与えに与えてくださいます」「私たちはますます彼から受けなければなりません」「彼は私たちの益のためにおられるのです」と感じる、この種の精神の誤りがわかります！これがいかに間違っているのか、いかに不健全で危険なのかがわかります。なぜなら、主がそのように与えてくださっておらず、状況が少しばかり困難になりつつあることに気づくやいなや、私たちはこの問題にすっかり興味を失い、戦いの役に立たなくなって、戦士としても、奉仕者としても無力になってしまうからです。これは最高司令官に関する誤った考えのせいです。彼が彼処におられるのは誉れ、栄光、富、主権と力、そしてすべてを受け取るためです。彼はひたすら与え続け、永遠に与え続けてくださいますが、他方、彼に対する私たちの関係は、自分たちはどれだけ得るのか、ではなく、彼は自分たちからどれだけ得られるのか、という基礎に基づかなければなりません。


  クリスチャン生活に関する誤った考え


  第二に、クリスチャン生活に関する誤った考えの危険があります。クリスチャン生活は救いと祝福を受ける問題にすぎないという考えが広まっています。救いと祝福と、救いに伴うあらゆるものを受ける問題にすぎないというのです。多くの人にとって、これがクリスチャン生活の総計です。こう多くのキリスト教説教者たちや指導者たちは述べており、こうした精神が奨励されています。しかし、神の御言葉が明確にしているように、クリスチャン生活はそれを遥かに超えたものです。これに関して私たちは、自分はこの宇宙の究極的な根本的勢力の間の大きな戦いと関係しており、その一部である、という精神や「自覚」を持たなければなりません。


  なぜなら、これが核心だからです。ずっと、ずっと昔、途方もないことが動き始めました。そしてそれ以降、幾世紀もの間、神の偉大な御旨は攻撃と議論の的になってきました。幾世代もの間、神の民、神の人々は、宇宙におけるあの一つの大きな戦いに身を投じてきました。これは依然として続いています――まだ終わっていません。クリスチャン生活の真の性質は次のようなものです。あなたも私も、私たちが主イエス・キリストと関係するようになるやいなや、この中に召され、これに巻き込まれるのです。戦いの中にあるこの宇宙の究極的な根本的勢力と私が称しているものの中に、私たちは巻き込まれます。神の王国と天の王国の全軍勢が一方にあり、他方には、サタンのこの巨大で凶暴な王国があります。


  これがクリスチャン生活です！これに関してなんの幻想も抱いてはなりません！主イエスはこれに関して幻想を抱くことをだれにも許されませんでした。「だれでも自分自身の十字架を負って、わたしについてこない者は、わたしの弟子になることはできません」（ルカ十四・二七）。「だれでも自分の命を救う者はそれを失い、だれでもわたしのために自分の命を失う者は、それを救います」（ルカ九・二四）。この御言葉は率直、正直、公平、誠実であることがわかります。この中に私たちはいるのです！この中にあることは大きな特権、大きな栄誉ですが、それはこのようなものです。これについて誤解しないようにしましょう。これに関する誤解のせいで、多くの人々が落胆しています。彼らは時々不思議に思って言います、「私はこんな取り引きはしませんでした。これは私が期待していたものではありませんし、このために私はクリスチャンになったのでもありません。人々は私に言いました、あなたの生涯は喜びと幸いと平安に満ちたものになると。すべては麗しくて素晴らしいものになると。そして、あなたは素晴らしい時を過ごすことになると――しかしいま私は何の中に陥ったのでしょう？」。まあ、そこには喜びがあり、平安があります。そこにはそれがすべてあることを神に感謝します。しかし、私たちは次の事実を理解してそれに適応しなければなりません。すなわち、私たちは戦い、激しい容赦ない戦いの中にあるのです。そして、今生においてこの戦いから解放されることはないのです。


  教会に関する誤った考え


  第三に、軍隊――それは教会です、教会は軍隊です――に関する誤った考えがありえます。これに関する誤った考えを持つおそれがあります。持つおそれがある誤った考えとは――私はこれを強調して述べたいと思います――この軍隊、この教会がすべての目標・目的である、というものです。さて、私たちは教会の偉大さに関して多くのことを述べており、そうすることによって決して誇張しているわけではありません。私たちはそれについて、「神の傑作」等々のような最高の表現で語ります。私たちは神の御言葉に促されて、それを偉大な素晴らしいもの、壮大ですらあるものと考えます。確かに、教会は神が永遠の過去から御心に抱いてこられたとても素晴らしい御旨です。教会は神の御旨の中でとても大きな地位を占めています。それは最終的に栄光の教会として主イエスにささげられます。それに関してこれまで述べてきた要点、述べえた要点をすべて列挙することはしません。


  しかし、つまるところ、私たちは依然としてこう言わなければなりません。教会は唯一の目標、唯一の目的ではなく、教会は究極的なものではない！と。教会は、結局のところ、手段以上のものではありません。それは器に他ならず、媒体に他なりません。教会以上のものがあります――教会が存在するのは他の何かのためにすぎません。おそらく、その偉大さは事実上、それが仕える目的の「超越的偉大さ」に由来します。ですから、教会を目的、「すべて」としないようにしましょう。私たちが生きる唯一完全な究極的目的は教会である、と思わないようにしましょう。私たちは覚えておかなければなりません。軍隊は自らのために存在するのではありませんし、軍事作戦や戦場に出て行くのも自らのためではなく、自国の権益と主権のためです。それと同じように教会が存在していて戦いに従事しているのはただ御座の栄光のためであり、御座についておられる御方の栄光のためであり、王国の栄光のためなのです。これこそ教会の存在目的です。


  もしここで誤った考えを抱くなら、その考えによって弱点が生じることがわかるでしょう。もし教会をイエス・キリストの地位に置くなら、聖霊との間に問題が生じることがわかるでしょう。これは決して教会を退けることでも、軽く扱うことでもありません。そうではなく、教会はキリストのために存在しているのです。教会に関する私たちの観念、それに関する私たちの関係はみな、確かにすべてそれと関係していますし、すべてはキリストのためであるという事実によって支配されなければなりません――それはキリストのためです。なぜ教会なのでしょう、教会とそれに関連する生活について述べられていることはみななぜでしょう？それはキリストのためです！それらはそれ自身が目的ではなくキリストの満足のためである、と私たちは見なさなければなりません。この問題に関して明確な考えを持ち、彼をその正当な地位に置かなければなりません。


  務めに関する誤った考え


  次に、この軍隊の中で機能を果たす問題、あるいは霊的言葉で述べると、務め、機能に移ることにします。ここでもまた誤った、不完全な、間違った見解や考えを抱くおそれがあります。もしかすると、この問題に関して私たちには少し調整が必要かもしれません。務めの真の意味・意義は何でしょう？務めはたんに知識や情報を与える問題でしょうか？務めの中で、また務めによって、もちろん、これが大いになされます。しかし、これがその目的でしょうか――ただ教えるだけでしょうか？いいえ、この務めの機能は知識や情報の分与を超えたものです。私たちは戦場にある軍隊であり、戦時に必要なのは講義ではありません――私たちの実際の必要に対する備えです。必要を意識して備えられた務めに参加するとき、私たちは真に価値あるものを得る途上にあります。しかし、集会に出席してメッセージを聞き、さらに多くの知識や情報を得ることだけを目的として参加するとき、私たちは決してそれによってこの戦いのために資格付けられることはないでしょう。


  要点を理解されたでしょうか？これがこの戦いの背景です。時々、最高司令官は様々な場所を訪問し、参謀を共に集め、状況を総括します。彼は部下全員を集めて、彼らに話します。しかし、その場は戦いの場です。平時ではなく戦時です。支配的状況は戦いの状況です。その光景と環境は実際の戦いのそれです。なぜ彼は人々を周囲に集めるのでしょう？軍隊生活の理論に関する講義を彼らにするためでしょうか？とんでもありません！彼が人々を招集するのは、直近の現状に対処する方法に関する助けと指示を与えるためです。彼らと対峙しているもの、まさに今ここで彼らが直面しているものを対処する方法に関して指揮するためです。


  そして、これが私たちの集会、私たちの務めすべての性質でなければなりません。私たちは常に臨戦態勢にある人々でなければなりません。緊急事態、脅威、危険、危機に立ち向かわなければなりません。私たちがこのような精神を持つとき、真にそのように戦うとき、非常に執拗で狡猾な敵に立ち向かうとき、実際に激しい戦いの中にあるとき――私たちの集会はずっと偉大な目的の役に立つようになり、私たちの務めは遥かに大きな価値を持つようになるでしょう。私がこれを力説・強調するのを我慢してください。私たちの集会は、どんな代価を払ってでも、たんなる理論の授業であることから解放されなければなりません。このような道ではいつか飽和点に達して、それ以上何も得られなくなるおそれがあります。しかし、もし私たちがまさにこの戦いの中にあって、真に本気なら、もし状況に立ち向かっていて助けを欲しているなら、私たちは助けが得られる所に行くでしょう。私たちは自分たちの集会に出席するとき、「私にはそれが必要です、それなしではやっていけません、私の状況がそれを要求しています」というこの立場に立たなければなりません。しかし要求が何もなければ、供給はなんと無意味でしょう！私たちの精神をこれに慣らす必要があります。私たちの集会と務めは、差し迫った実際の必要のための備えでなければなりません。


  そして、もし私たちが真に本気なら、主は私たちが必要を抱えるよう確実に取り計らわれるでしょう！状況を大いに実際的なものに、大いに現実的なものにされるでしょう。私たちのクリスチャン生活が常に新たな必要に直面するようにされるでしょう。答えのない状況に直面していることに気づいても、心配しないでください、まずい状況になったと思わないでください！主がそうしておられるのは、あなたを進み続けさせるためです。私たちが前進するのはただこの道によってのみであり、増大する必要という基礎に基づきます。それがなくなるやいなや、私たちは止まってしまいます。欠乏感――切迫した欠乏感――より先には進めません。主は私たちの大半をそこに――大いに現実的・実際的な道の中に、さらなる必要と常に増し加わる必要の中に――保たれるのではないでしょうか？神はほむべきかな！彼がそうされるのはただ、その必要が満たされるためです。しかし、状況が当たり前の問題、習慣の問題、「まあ、集会に行くことにします。集会がある夜ですから」という問題になる時、私たちはすべての供給をたやすく死んだものにしてしまいます。どうか主が毎回私たちを、あたかも軍服を着ているかのように――つまり臨戦態勢を整えてあたかも軍事会議にあるかのように――団結させてくださいますように。


  務めには必ず、与えるにせよ、受けるにせよ、実際的な背景が必要です。私たちの間で奉仕している者たちを、たんに理論や資料しか与えないことから、神が救ってくださいますように！主は奉仕しているすべての者たちをとても実際的な背景という基礎の上に保たれます。それは供給されるものが生活上の経験や実際から生み出されたものとなるためです。務めは、問題を調べ上げてそれをメッセージとしてまとめて小売りするものであってはなりません。決してだめです！それは生活から生み出された最新のものでなければなりません。そして両方の側に――奉仕する人々にも受ける人々にも――能動的実行が必要です。それは実際的問題でなければなりません。それに関して行動しなければなりません。全員が大いに真剣に尋ね求めなければなりませんし、決死の状況から生じた真剣さがなければなりません。そのような状況なので、もし私たちに主からのこの知識がなければ、もし主からの命がなければ、私たちは戦いに負けて、敵が勝つことになります。これが私たちの最高司令官によるこれらの軍事作戦、これらの「大会」、これらの集会――それに私たちは時々集います――の性質です。それらはまさに私たちが私たちの仕事――私たちの仕事は戦いです――のために装備されるためです。このようなすべての集会における私たちの目的は、いま従事している私たちの一生の仕事のために装備されることでなければなりません。


  他人に関する誤った考え


  最後に、この軍隊の中の他の人々――教会の中の他の人々――に関する誤った考えに移ることにします。私たちは互いに関して多くの誤った考えを抱いています。その中の幾つかは述べる価値があまりありません。ご存じのように、えり好みすること、他の男性や女性を見てあまり役に立たない者と見限って、「さて、この人は、ご存じのように、何かの役に立ちますし、何らかの意義があります。この人は基準に達しています。しかし、このもう一人の人は――だめです」と言うことはとても容易です。よく注意してください！これは危険です。私たちのえり好み、人々に関する私たちの判断によって、活動全体が妨げられるおそれがあります。結局のところ、私たち自身はどうなのでしょう？もし主が私たちに適切な度量、身の丈、資質を格別に要求しておられたなら、実際に要求しておられたなら、あなたはどこにいたでしょう、私はどこにいたでしょう？私はどこにいたでしょう？あなたはどこにいたでしょう？自分がどこにいたであろうかはわかっています。私はこの戦い、つまり務めの中にいなかったでしょう！主が必要をすべて供給して私をその中に保ってくださらなければなりませんと、私はだいぶ前に主と話をつけました。しかし、主は他の人々についてもそうしなければなりませんし、主にはそうできることがわかります。私たちはこの問題に関してとても注意深くなければなりません。


  私たちは次のことにもとても注意深くなければなりません。つまり、しばしばそうしがちですが、私たちは他の人々のことを、自分を凌ごうとしている競争相手、対抗相手と見なしてはならないのです。自分自身の地位、自分自身の権利や権限に「過敏」であってはなりません。他のだれかが自分の前に置かれても、あるいは自分の場所に置かれて、好意を受けたりしているように思われても、あまり過敏になったり激したりしてはなりません。クリスチャンたちの間でそのような姿勢を取ろうと思うのは恐ろしいことですが、いとも容易に起きてしまいます。自分を不利な立場にするかのように思われることがされたからといって個人的に立腹するなら、この戦いからたちまち締め出されるおそれがあります――この戦いから締め出されてしまうのです！このような状況のとき、それを正しいと判断しても、間違っていると判断しても、私たちの姿勢は次のようなものでなければなりません、「主よ、私はあなたのものです。私はあなたの部下です。私がこの状況にあるのはあなたのためです。人々は好きなようにすることができます――私を追い出し、他の人々を私の上に置くことができます。彼らは好きなようにすることができます。これはあなたと私の間のことであり、主よ、あなたと彼らの間のことです」。他の人々のせいで怒り、傷つき、悲しむことをあなたが自分に許すなら、それを根拠として敵がやって来て、あなたは犠牲者になります――折り畳み式ベッドに載せられて直ちに搬送されてしまいます！もしそのように倒れるなら、あなたは戦いの役に立たなくなります。注意してください！他の人々と関係するような時、自分の姿勢や自分の考えに注意しようではありませんか。


  これをもっと詳しく述べることもできますが、ここまでにします。ただ次のことを思い出していただきたいと思います。私たちの敵のお気に入りの戦略は、私たちの間に割り込んで、私たちを互いに監視させ、互いに見誤らさせ、互いに誤解させ、互いに不審に思わせることです。そのような軍隊――皆が疑念や疑惑や傷心感を抱きつつ互いに監視し合っている軍隊――が何の役に立つでしょう！なんという精神状態でしょう！御言葉は「想像を打ち倒し」と述べています――もし事実をすべて知ってさえいれば、その大半は想像であって、現実ではないことがわかったでしょう。結局のところ、そういうことを意味するものでも、示唆するものでも全くないことがわかったでしょう。それは私たちの想像だったのです――それが私たちの上に臨んで、私たちがそれについて想像を巡らした結果だったのです。そして私たちは締め出されてしまいます！なんとあざとい敵の策略！それへの対抗手段は御言葉の中に見つかります、「私たちの戦い（中略）想像を打ち倒し（中略）あらゆる思いをとりこにして（中略）キリストに従わせます」。今そうしてください！あなたを傷つけ、おそらく他のだれかを傷つけてきたこれらの思いを捕らえてください。それらを捕らえてください。それらによってあなたは戦いの役に立たなくなってしまいます。それらがこの問題全体に影響を及ぼします。この軍隊の他の人々に触れます。思い出す気になれば、この背後には多くの御言葉があります。それらの思いを捕らえ、とりこにしてキリストに従わせてください。自分が正しいことを確信してください。また、たとえ自分が正しくても、赦すように、寛大であるように、決してそれを個人的な問題にしないように心がけてください。


  自分自身に関する誤った考え


  なんと私たちは自分自身に関する誤った考えを抱きやすいことか！パウロは言いました、「私はあなたたちの間のすべての人に言います。思うべき限度を超えて思い上がってはいけません」（ローマ十二・三ａ）。あなたは自分自身のことをどう思うべきでしょうか？私は自分自身のことをどう思うべきでしょうか？「思うべき限度を超えて思い上がってはいけません。むしろ」とパウロは続けます。「神が各自に分け与えられた信仰の度量にしたがって、慎み深く思いなさい」（三ｂ節）。つまり、パウロの別の言葉を文脈から抜き出して挙げると、「キリストの賜物の度量にしたがって」（エペ四・七）です。私たちの自己評価は、私たちが持っているキリストの度量に反比例します。私たちはキリストをどれだけ受けたでしょう？もし私たちがキリストを非常に豊かに持っているなら、もし他のだれよりもキリストを多く持っているなら、私たちは全く思い上がらないでしょう。キリストをさらに多く持てば持つほど、私たちはますます謙遜になり、ますます自分について話すことを欲しなくなり、ますます人目につかなくなり、ますます脚光を浴びることを欲しなくなります。


  「すべての人（中略）思い上がってはいけません」。このような誤った考えによって、軍隊はなんと損害を受けることでしょう！人々がこのように振る舞ったら何が起きるか、考えてみてください――思うべき限度を超えて思い上がり、言わば「自分の重荷を投げ捨て」たらどうなるでしょう。いいえ、それはだめです。それでは敵の思うつぼです。私たち各自が受けたキリストの度量にしたがって「慎み深く思う」なら私たちは安全です。この大きな戦いでは、私たちがどんな思いを持っているのかが大いに重要です。「キリスト・イエスの中にあったこの思いを、あなたたちの内側でも思いとしなさい……」。前の章で勧めましたが、軍隊は複数の部署に依存していること、個人の弱さによって全体が損失を被るおそれがあることを、各自は互いに理解しなければなりません。このようにその作用は両面的です。私たちは自分個人の重要性を過大評価するするおそれや、他に関する自分の意義を過小評価するおそれがあります。思うべきように自分について思うことは、この両面の過ちに陥らないことを意味します。それは自分たちに関係しているだけでなく、互いに関連しあっていて、たんなる個人的な――独立した――ものではないことを、私たちは理解しなければなりません。


  



  第六章 訓練、備え、柔軟性


  



  「キリスト・イエスの良い兵士として、私と苦難を共にしてください。兵役についている兵士はだれも、日常生活の事にかかわってはいません。それは徴兵した者を喜ばせるためです。」（二テモテ二・三、四）


  



  （Ａ）訓練


  パウロの有名なこの言葉により、訓練という最も重要な問題に導かれます。訓練とは何でしょう？その恒常的効果を、目的意識をもって気を引き締めてかかる力、と表現できるでしょう。それはだらしなさ、不注意さ、不活発さと対照的です。これは使徒ペテロが「あなたたちの思いの腰に帯を締め」（一ペテロ一・十三）と述べているものです。さて、これまで述べてきた東南アジア一大軍事作戦では、もちろん、訓練がとても大きな地位を占めていました。それについて考えることにしますが、それは五つの異なる、しかし関連しあっている点と関係があります。


  （１）振る舞いに関して


  第一に、訓練は振る舞いと関係しています。これはこの本からの引用ではありません。しかし、振る舞いというこの問題に関して多くのことがそこに述べられています。次のような微妙な考えを受け入れるのはとても容易です。すなわち、戦時体制にある時（特にこの軍事作戦で優勢だった状況下では）訓練はあまり重要ではない、練兵場での制限を投げ捨ててもかまわないし、訓練での厳密な規則や法規を気にする必要はない、自分たちはそうしたいっさいのものから解放されており、まっすぐ戦いの中に飛び込んでもかまわない、という考えです。しかしこの本の著者は、練習、訓練、振る舞いに関するこれらすべての規則を戦闘で守ることを大いに重視しています。主の民である私たちの振る舞いがこの軍事作戦における最も重要な要素であることがすぐにわかります。ご存じのように、新約聖書はクリスチャンの振る舞いに関して多くのことを述べています。霊感された書の中で主がそれについて多く述べておられることには、大いに実際的な目的があります。私たちの行動、私たちの態度――私たちの振る舞い方――の重要性を彼はご存じです。彼にとってそれはこの戦いに欠かせない要素です。それは重要です。それは大きな差を生じさせます。私たちの生き方や生活作法は、たるんでいたり、だらしなかったり、不注意であってはなりません。そうした類のことによって敵は大きな益を得ます。それによって、主の権益に逆らう、私たちが召されている目的全体に逆らう、最も効果的な武器が敵の手に渡ってしまいます。


  あなたも私も、クリスチャンとして、自分の振る舞いに注意しなければなりません。世人の前だけでなく――これから再び強調することにしますが――隠れた点についても注意しなければなりません。私たちが振る舞いの問題で訓練されているかどうかが重要です。振る舞いに関するこの本の重点は、訓練が第二の天性となっていなければならない、ということです。それが求められている時、人々の目が自分を見ている時、将校たちの前で行進している時に、その場しのぎで行うものであってはなりません。命令や叱責を必要とするようであってはなりません。訓練された振る舞いが第二の天性とならなければなりません。それがまさに私たちであるべきです――私たちはそうあるべきです。私たちの振る舞いは私たちの在り方を示すものでなければなりません。


  これに関して最高司令官は単純な指摘をしています。行進している時、あるいは訓練中の時、もちろん、兵士たちは将校たちへの敬礼に関してとても注意深くなければなりません。それは彼らの訓練の一部です。しかし、彼らが戦争状態の中でごちゃ混ぜになっている時、将校たちと部下たちが実際の戦争状態の下で一緒になっている時、小さなことに思われるこの問題に関して、彼らはとてもたるんでしまうこと、とても不注意でだらしなくなってしまうことがわかりました。そこで最高司令官は言いました、「これによって真に訓練された人かどうかがわかるのである。これによって人々は暴露されるのである。真に訓練された人々なら、状況によって何の影響も受けないだろう。どんな状況下でも訓練の時の規則や法規を守るだろう。なぜなら、それが第二の天性となっているはずだからである。従軍中、たとえ密林で戦っているときでも、行進や訓練の時と同じように、将校に敬礼するだろう」。


  この例から、次のことを理解する重要性に印象づけられるはずです。すなわち、訓練はたんなる見せかけや、かりそめのものであってはならないのです。見られている時や、求められている時に装うたんなる振る舞いであってはならないのです。不意を突かれた時の振る舞い方によって私たちは暴露されます。これはとても単純で初歩的に聞こえるかもしれませんが、クリスチャン生活でとても重要なことです。私たちの生活における聖霊の訓練は、あらゆる状況下で明らかになります。私たちがそのように行動するのは、私たちがそのような者だからです。人前にある時、人々にどう思われるのかが重要だとわかっている時、私たちは一定の型にしたがって振る舞い、見せかけの声や姿勢や調子を装うことができます。しかし、あまり尊敬していない二、三の人と一緒にいる時、私たちは偽りの見せかけを脱ぎ捨てて、自分の真の姿を実際にさらけ出すおそれがあるのです。


  （２）健康への配慮に関して


  次に、健康に関する訓練の問題がありました。健康に関するあらゆる配慮と用心を、きわめて注意深く、きわめて慎重にすることが極度に重要でした。しかし、病によってその軍事作戦は恐ろしい被害を被りました。健康の問題に不注意だったせいで、その軍隊は多数の人を失いました。


  ましてや、霊の領域における健康への配慮はどれほど急を要することでしょう！霊の健康の問題に関して、あなたも私も訓練されなければなりません。これはとても重要です。「健康」という言葉のラテン語は「救い」という私たちの言葉と語源が同じであり、救いは「保護」「解放」を暗示します。霊的健康のための訓練は、霊の命の危機、霊の状態への威嚇的侵入に対する警戒を意味します。霊的疾病、霊的病、霊的弱さの問題に関して、とても多くのことを述べることができます。それらの多くが私たちを打ち負かすのは、私たちが訓練されていないからであり、注意深くないからであり、警戒していないからです。霊的健康を脅かしかねないものに対して警戒していないからです。霊的に健康であること、強健であることが、この戦いでは大いに重要です。これに本当に注意しなければなりません。どの問題についても発すべき問いは、「これは正しいでしょうか、それとも間違っているでしょうか？（許可を求める意味）」ではなく、「これは私を戦いに不適格にするものでしょうか？私が従軍しているこの一大軍事作戦で多少なりとも私を弱めるものでしょうか？」です。


  大事なのは戦いに適応することであることがわかります。しかし、それに対して不注意であるおそれが常にあります。ですから、使徒は、「イエス・キリストの良い兵士として苦難を忍んでください」と述べた相手に向かって、「永遠の命を握りなさい」（一テモ六・十二、欽定訳）とも述べています。時として、私たちはこの問題に関してたるんでいます。私たちは命を必要としており、命を得ることができるのですが、しかるべくそれを握りません――手放してしまいます。訓練されたクリスチャンとは、脅かされているときや、実際に弱さの中にあるときに、こう言う人です、「今こそ命を握る時です、譲歩したり、手放す時ではありません。もし手放すなら、私は戦いから追い出されてしまいます。私を弱めるこれらのものに対して、私は守りを固めなければなりません。この状況に対処しなければなりません。抵抗しなければなりません。命を握らなければなりません」。


  私は述べたいことを示唆することしかできません。しかし、この軍事作戦で、病により、健康に関して不注意だったせいで、軍隊の多くの人が死んだという、この恐ろしい記事を読めば、これは要点を突いていることがわかるでしょう。私たちには敵がいます。この敵は、霊的な意味で、絶えず私たちに病原菌を送っています。その目的は私たちを追い出すことです。しかし、実際に命を握ること、強くなって抵抗すること、神の恵みによって自分の霊の力を維持することができるのです。


  （３）無私であることに関して


  訓練のさらなる面は、私たちが行うことや行いそびれることは他の人々に影響を及ぼす事実を常に自覚する必要性と関係しています。その実例がこの本の中に示されています。それは一人の特定の人（そして、おそらくその人の例があてはまる他の人々）に関するもので、その人は戦時下に番兵の務めについていました。彼は極度に、ひどく疲れており、消耗しかけていました。しかし、彼には守るべきとても重要な拠点がありました。彼の警戒に多くの命がかかっていました。そこで、静かに一人で、夜に長時間、一か所に立って警護しなければならなかったので、彼はどうしたでしょう？彼は自分のライフル銃を自分の前に置いて、その銃剣を固定し、銃剣の切っ先に自分の顎を乗せたのです。眠くてこっくりしようものなら――何が起きるか彼にはわかっていました。他の人々のためにそうしたのです！人は義務感のゆえにそうするべきである、とこの最高司令官は銘記しました。こっくりしていたなら、そのとき眠りに落ちていたなら、おそらく敵につけ込まれていたでしょう。サタンにつけ込まれることについて新約聖書が何と述べているのか、私たちは知っています（二コリ二・十一）。


  しかし、ここでもまた、訓練の要点は次のことを認識することです。すなわち、私たちは自分に生きるのでも、自分に死ぬのでもないのです（ローマ十四・七）。私たちの行いは他の人々にも関係するのです。これはすでに前の章で述べました。しかし、この文脈で再び現れるので、それが重ねて強調していることを聞きましょう。「さてそれでは、私はなすべきか――なさざるべきか――それは自分のためだけではない。もし自分だけのことなら、まあ、どうでもいい」。自分自身に始まり自分自身に終わるだけなら、私たちは時として自分の命や証しを手放すことになるでしょう。しかし、それはもっと多くのことと関わっているのです。「私はあえてそうしません。そうするべきではありません――あるいはそうするべきです――それは……」――それは他の人々のためであり、この戦いのためです。訓練は無私であることを要求します。


  （４）落胆することに関して


  軍事作戦の長引く損耗下では、なんと大きな誘惑に絶えずさらされることでしょう。それは私たちを弱め、落胆させ、脱落させ、積極的因子ではなくさせようとします。思わしくない状況下で、私たちはいくたび気を引き締めなければならないことでしょう。そのような時、「これには価値がない」と私たちは思いがちです。無気力さに覆われて、失望と意気消沈の状態に陥ってしまいます。その時こそ、訓練が試される時です。訓練されていない人はすっかり退いてしまいますが、訓練されている人はそうしません。諦めるよういざなう誘惑に対する私たちの反応は、私たちが徹底的に訓練されているかどうか次第です。その時、私たちは試され、暴露されます。


  （５）奉仕に関して


  最後に、訓練は奉仕と関係しています。これは先ほどの話にも関係していますが、特に奉仕の精神に関してはそうです。これまで考察してきたこの本では、奉仕の精神の必要性をとても重視しています。この精神は世から消えつつあり、今日この世から失われかけつつあるように思います。奉仕の精神――しもべ精神とでも言いましょうか――を持つ人はほとんど残っていません。しかし主イエスは言われました、「わたしはあなたたちの中で仕える者のようにしています」（ルカ二二・二七）。「人の子が来たのは仕えられるためではなく、仕えるためです」（マルコ十・四五）。奉仕と訓練の関係を理解するのは難しくありません。その証拠は、今日の世界のこれらとは反対の状態によって与えられます。反対のことが一緒に起きています。つまり、奉仕の精神の喪失が訓練の欠如と手を取り合って進んでいるのです。


  訓練に対する主の関心


  今、私たちは主の民として、この問題を自分自身の生活に当てはめることにしましょう。主ご自身、訓練のこの問題に何よりもこだわっておられます。これを理解することがとても重要です。おそらく、私たちはある程度それを知っているかもしれません。おそらく、私たちはそれに直面したことがあるかもしれません。しかし多分、私たちはそれについてあまり考えてきませんでした――それを直視して理解してきませんでした。主ご自身、訓練に関して大いにこだわっておられます。私たちがそうしてもしなくても、主は戦争の観点からすべてを見ておられます。彼は戦争というこの問題で聖書を満たされました。彼ご自身、「いくさびと」（出十五・三）であると宣言されています。主は、戦争中であることをご存じであり、それについてすべてご存じです。自分たちはそれについて少しは知っている、と私たちは思うかもしれません。しかし、進行中のこの霊の戦争の完全な規模と範囲に関する全き認識を彼は持っておられます。なぜなら、それは恐ろしい戦いであり、この二つの大きな王国・勢力・体系の間で荒れ狂っているからです。それで彼はすべてを戦争の観点からご覧になります。また、戦争状態という基礎の上で私たちを取り扱われます。ですから、この訓練の問題に関して彼は何よりもこだわっておられます。


  さて、このような観点について想像力を巡らせてみましょう。そうするなら、なぜ主は私たちに対してとても厳格なのかがすぐにわかります。彼は私たちに事実上こう仰せられるでしょう、「あなたは理解していないのですか、自分が大きな戦いの中にあることを？あなたは理解していないのですか、自分は戦時下の従軍中の兵士であり、そのような状況によるあらゆる困苦にさらされている――いずれにせよ、本来そうでなければなりません――ことを？これに照らして見るとき、あなたはどのようなクリスチャンでしょう？」。主は私たちを去らせません。私たちを叱り、実際に私たちを訓練の基礎の上に保たれます。なぜなら、私たちが有用であってもなくても、彼は戦争とその結果の観点からすべてをご覧になるからです。おそらくこういう理由で、一見、主はれだまの木の下のエリヤに対してやや不親切だったのでしょう。「あなたはここで何をしているのですか？あなたは戦いの中にいるべきなのに！あなたはここで何をしているのですか？戦争は続いています！山上で途方もない戦いが一度あっただけで、私たちはまだこの戦争をくぐり抜けていません。あなたはここで何をしているのですか？」。これがこの物語の正しい解釈かどうかは別として、主は私に対してこう要求されることがよくあります、「あなたはここで何をしているのですか、これはどういうことですか？何のためにそこに座り込んでいるのですか？彼処では戦争中であること、自分はその中にあることを、あなたは忘れているのですか？」。それで主は注意深いのであり、こだわっておられるのです。彼は私たちをこの観点から、そしてこの基礎の上で取り扱われます。


  そして、前に述べたように、主は私たちの隠れた姿を考慮されることを忘れないでください。練兵場では、すべての人が私たちを見ています。そして、衆人環視の前で自分に何が期待されているのかを、私たちはわきまえています。しかし、主は私たちの隠れた姿を考慮されます。主はダビデにそうされました。ダビデは神が選んだ人でした。なぜなら、主は彼の隠れた姿――彼の隠れた責任――を見ておられたからです。あなたも私も覚えておかなければなりません。神が選んで用い、推進・昇進させる人は、人が見ていなくても真実であり続ける人々です。あなたはこれを理解しているでしょうか？主が自分を選び、用い、推奨し、さらに多くの責任を与え、昇進させてくださるよう、あなたは望んでいるでしょうか？主がそうされるのは、人々が見ている時のあなたの在り方によってではなく、密かなあなたの在り方によってです。なぜなら、訓練が最大の真価を発揮するのは――「彼処では戦闘が続いています。私たちは戦いに貢献しなければなりません！」という以外に、動機となるものが何もない時だからです。


  これは、もちろん、多くの領域を網羅します。これは私たちに対する主の取り扱いの多くを解き明かしてくれるのではないでしょうか？こういうわけで、私たちはこのような訓練を受けているのであり、様々な立場――とても困難な立場、鼓舞してくれるものや励ましや刺激が全く無いように思われる立場――に置かれています。私たちは立つか倒れるかの状況の中に置かれます。時としてその試練は、自分が立つか倒れるかはどうでもいい問題のように思われるせいで、その厳しさを増します。


  （Ｂ）備え


  今、一つの要素に取り組むことにします。それは遅かれ早かれ、軍隊と軍隊のすべての部隊に決定的影響を及ぼします――つまり備えの問題です。取り掛かる時は、とても熱心で、捧げきっているかもしれません。最初は良い心がけや良い意思がかなりあるかもしれません。しかし長期的に重要なのは体格、持久力、耐久力です。これらは食料の備え、供給にかかっています。進軍の基礎に関するナポレオンの言葉をご存じではないでしょうか？それは大いに真実です！天然の事柄に関してそれが真実であるのと同じように――少なくとも――霊の事柄でもそうです。資源の適切な支援なく、一時しのぎの供給原理に基づいて軍隊を戦場に送ることは、とても大きな誤りであり、軍隊を確実に危険にさらします。そして私たちが考察しているこの物語では、兵卒たちは痩せ、不平を鳴らし、散り散りになり、多くの他の問題が生じました。人々が適切に養われなかったからです。適切な備えが十分ではなかったからです。


  持久力に不可欠な備え


  食料は、ですから、戦争の戦略全般にわたって不可欠な要素です。備えは、確かに、贅沢とは違います――絶対に必要です。そして、これは霊的にも真実です。あなたも私も、霊の食物を得るかどうかは各自の選択の問題であり、そうしたいかどうかによって決まる、という考えを心の中から取り除かなければなりません。十分な資源を利用可能にすること、それらを活用することが、軍事作戦全般にわたって不可欠です。ですから、この問題に対して私たちは大いに真剣な態度を取らなければなりません。戦いは私たちの霊的体格、持久力、耐久力にかかっています。そして、これらのものは同様に私たちの食事にかかっており、その備えをすることにかかっています。軍隊は刺激剤に頼って無限に戦い続けることはできませんし、もちろん「興奮剤」に頼ることもできません。食事が必要なのです。


  しかし、クリスチャンの世界では、食事ではない「刺激剤」や「興奮剤」が大いに投与されています。それは何かを完成させるための企てであり、人々をしばらくのあいだ進ませるための企てです。しかし、真の忍耐が要求される状況になると、効果がありません。ですから最高司令官はこれに注意を払います――長期戦のために備えます。私たちがこれに順応するのが早ければ早いほど良いのです。戦いはすぐに終わると思っている間はかなりよく戦える人々もいます。しかし、最も長く持ちこたえられる人々が勝つことを、私たちは歴史から知っているのではないでしょうか？霊的持久力、耐久力、堅固さというこの問題全般に関して、新約聖書の中にどれほど述べられていることでしょう！「最後まで忍耐する者は救われます」（マタ十・二二、二四・十三）。（ヘブ三・六、十四、六・十一、黙二・二六と比較せよ）。


  さて、主は私たちのために霊の食物を備えてくださるというこの問題には、おそらく私たちが理解している以上にずっと多くの内容があります。これについて誤解しないようにしましょう。遅かれ早かれ、これに関して私たちは暴露されることになります。霊の事柄の中で養われ、霊の事柄の中で建て上げられてきた人々、利用可能な霊の食物をすべて活用してきた人々こそ、真の試練がやって来る時に持ちこたえる人々です。次のことは、ごく単純な形ですが、私たちの経験と一致するのではないでしょうか？すなわち、私たちが状況に立ち向かう時、非常に多くの場合、私たちは主が過去に教えてくださったことを活用できるのです。その備えがなければ、私たちは困っていたでしょう――切り抜けられなかったでしょう。しかし今、私たちは主が与えてくださったものをいつでも利用できます。これが繰り返し起きるのは、なんと素晴らしいことでしょう！まさに、危機的な時や状況の際に私たちを救う、と彼が私たちに約束してくださったとおりです（ヨハネ十四・二六）！私たちは過去の彼の御言葉と彼の道を思い出します。これは有益であり、うまくいきます。しかし他方、圧迫に屈する人がなんと多いことでしょう。それは彼らには何の背景もないからです――その状況に必要な主からの知識を彼らは持っていないのです。


  神の備えに関心を持つ必要性


  しかし、私たちは覚えておく必要があります。主には備えをする気も用意も大いにあるのですが、他方、主はその備えの対象者の側に、それに関心を持つよう要求されます。これはかなり核心を突いていると思います。ご存じのように、この霊の食物の問題に関して不満が広がっています。入手可能なものがほんの少ししかない、真の教えがほんの少ししかない、堅い食物がほんの少ししかない、という不満です。これがどう述べられているにせよ、この食糧不足に関する不満がかなりあります。しかし、このような不満状態が存在するのは、大部分、士官か人々かいずれかの側が霊の食物に十分関心を持っていなかったからではないでしょうか？彼らはこの問題に注意せず、実際のところそれに関心を持っていなかったのです。キリスト教的事柄に関する軽食を食べて生きることで満足してきたのです。真に真剣な人々のために、主は資源を利用できるようにされます。真に戦いのさなかにある人々、主の栄誉と勝利に真に関心を寄せている人々のために、主は適切な供給が与えられるよう配慮されます。あなたや私にそのような気持ちやつもりがないなら、主は「自分の真珠を豚の前に投げ」ないでしょう――あまり関心のない人々にご自身の霊的富をお与えにならないでしょう。しかし、もし私たちが関心を持っているなら、主は備えてくださるでしょう。


  主は常に、ご自身の備えを有益なものにしようとされます。それは実際的背景に対して備えを与えることによってです。実際的背景があって初めて、私たちは主の備えによって益を受けられます。こういうわけで、彼は常に私たちを、主をいっそう深く知ることが必要な状況の中に放り込まれるのです。新約聖書に記されていることはみな、大いに実際的な背景に対して私たちに与えられている、というのは周知の事実ではないでしょうか？人々は座って随筆、論文、その類のものを書いたのではありません。きわめて危機的な状況に直面し、そうした状況を対処するために書いたのです。生きるか死ぬかの諸問題によって、これらの書き物がすべて生み出されたのです。それが背景でした。当時言えたことは、依然として私たちの生活にも言えます。すなわち、実際的背景がなければ、私たちは主の備えから決して益を受けられないのです。


  神の備え――「命のパン」


  私たちが把握する必要があるのは、食物の原則は命であるということです。これは私たちの好き嫌い、気に入るか気に入らないか――「好みがうるさい」かどうか――の問題ではありません。全くそうではありません。これはただひたすら命――命！――の問題です。こういうわけで主イエスは「わたしは命のパンです」（ヨハネ六・三五）と仰せられました。このパンによって益を受けるには、このパンの中にあるのと同じ命が私たちの中になければなりません。相応の命――命を握る命、命を供給する命――がなければなりません。これはたんなる興味の問題ではなく、不可欠な問題でなくてはなりません。


  本としての聖書に精通し、開講中のすべての聖書講義に出席できたとしても、依然として霊的に成長しないおそれがあります。これは厳粛な事実です。これが真実であることを私は知っています。数年間、私はキャンベル・モルガン博士と、彼の聖書教師協会の会員の一人として、親しく交際しました。その協会の方法は完全に、聖書を分析して教えるというものでした。しかし、その方法を数年間ためしてみても、その聖書講義に出席した人々の多くは、霊的成長を少ししかあるいは全く示しませんでした。霊的成熟らしきものに少しでも到達した人は、彼らの中にほとんどいませんでした。その聖書講義をすべて聞いた後も、彼らは依然として赤子でした。彼らは講義をすべて自分のノートに書き留めました――そのような方法で彼らは講義を学びました。しかし、この一大軍事作戦に不可欠な要素になることに関して、彼らは少ししか役に立たないか、全く役に立ちませんでした。


  いいえ、これはたんに聖書をそのように知る問題ではありません。とはいえ、それは基礎として有用かもしれません。本質的問題は、それは命の問題でなければならないということです――確かに命か死かの問題でなければなりません。命か死かの二者択一です。私たちが生き残るかどうかはこの食物の問題にかかっています。


  そして、この食物はキリストです。主イエスは「わたしはあなたたちに食べるための大量の教えを与えます」とは言われませんでした。彼は「わたしは命のパンです」と言われました――「わたし、自らが、命のパンです」と言われました。ですから、このパンの益を受けるには、まず彼との生き生きとした実際的な関係を持たなければなりません。食す人と食物との間に命の関係がなければなりません。


  これは確かに食物の種類の問題です。異なる種には異なる種類の食物が必要です。被造物の一つの種の食物は他の種と異なります。あなたも私も動物の特定の種の食物で生きることはできません。彼らもおそらく私たちが食す類の食物で生きることはできないでしょう。霊の人（すなわち正常なクリスチャン）は、霊の食事によってのみその必要が満たされる種に属しています。それは主を知る実際的な生ける知識であり、そして、ただそれによってのみ戦争に勝利できます。聖書知識を「天然的」知的に得ることは霊の食物の代わりにはなりません。


  ですから、これらすべてのことから重要な教訓を引き出そうではありませんか。霊的備えを、してもしなくてもよいもの、と思わないようにしようではありませんか。そのような態度は、遅かれ早かれ、戦いで明らかになるでしょう。私は信じていますが、過去に主から教わったことにはすべて途方もない価値があったことに今気づきつつある人々が、この世界に大勢います。他方、他の人々は、自分たちには切り抜ける能力がないことに気づきつつあります。


  （Ｃ）柔軟性


  この本から再び引用することにします。「将軍職に対する最も困難な試金石は、意志の強さと柔軟性の間のバランスを取ることである。これに敵は失敗した。敵は意志の強さによって大成功を収めたが、柔軟性の欠如のせいで大損害を被ったのである」。


  この「柔軟性」という言葉は問題を起こしかねないので、それに代わる言葉を提案することにしましょう。例えば、適応性、順応性、教えやすさ又は「素直さ」、才能の豊かさ、独創性です。これらの言葉はみな「柔軟性」という言葉を横から照らす光です。東南アジア軍事作戦の場合、私が紹介した引用はまさに次のことを意味しました。すなわち、敵は一定の型にはまりきっていたのです。特定の道を行くことに固執して、それによってがんじがらめにされていたので、何らかの原因でそれが覆されると、全く意気消沈してしまったのです。敵には代替案がありませんでした。不意の出来事に対応する能力、計画外のことに対応する能力がありませんでした。自分の決めた道から状況が外れると、全く混乱の中に陥りました。「柔軟性の欠如のせいで大損害を被ったのである」というこの引用のとおりです。ここには学ぶべき教訓が確かにあります。


  おそらく、意志の強さという資質はどんなに重視してもしきれないでしょう。新約聖書は、堅く耐え忍ぶこと、前進する決意、退かないこと、といった事柄で満ちています。私たちはそのような人々でなければなりません――これはそのとおりです。しかし、ここで述べられていることがわかります、「将軍職に対する最も困難な試金石は、意志の強さと柔軟性の間のバランスを取ることである」。これに取り組むとき、それは真に困難な学課であることがわかります。新たな状況に順応しつつ、それでも堅固であり続けるすべを学ぶのは難しいことです。幸いなことに、新約聖書の中にこれに関する実例がいくつかあります。教会史にはあまり立ち入らずに、まずそれらの実例を見ることにします。


  （１）ペテロとコルネリオ


  さてペテロは、旧約聖書とそれに関する自分の解釈にしたがって、自分の定まった道、定まった立場を取っていました。彼の定まった立場、彼の堅い固定した立場の観点から、彼は「それはだめです、主よ！」と主と議論しようとしました。彼が「その幻について考えて」（使徒十・十九）主と共にこの問題に決着をつけるまで、彼には柔軟性も順応性もありませんでしたし、素直でもありませんでした。しかし、堅固さや不屈さを手放すことなく、主が与えられた新しい光、主を知る新たな知識、主の新たな道に彼が順応した時、それはペテロだけでなく教会全体にとって、なんと途方もない一歩だったことでしょう。しかし、それでも多くの人々にはそれができません。どうしてもできません。


  （２）ピリポとエチオピヤの宦官


  ピリポと宦官の事例を挙げましょう。原則は全く同じです。ピリポはサマリヤに下っていました。そして、主の祝福の下で素晴らしいことが起きていました。ピリポは容易にこう言えたでしょう、「主は私を祝福しておられます。主は偉大なことをしておられます。ですから、私はここを離れるべきではありません――ここで主は働いておられ、このことを主はしておられます」云々。まあ、もちろん、これは主があなたに語られるかどうかにかかっています。しかし、これはあなたが主に開くかどうかにもかかっています。自分の立場に固執したり固持したりせず、主によって行動しようとする心構えにかかっています――たとえ、大勢の人が主のもとにやって来るリバイバルの中心地からほとんど何もない砂漠に移されるというような、奇妙な動きに思われたとしてもです。


  それにもかかわらず、ピリポが柔軟だったおかげで、教会は少なからず前進しました。この件は砂漠で終わらなかったからです。その地点からピリポの長い務めの物語が始まりました。いま扱っているのは新約聖書の展開や歴史ではありませんが、この件について調べると、エチオピヤ人とのこの接触の後、ピリポの務めによってとても重要なものが生じたことがわかります。そしてこれはすべて柔軟性、適応性というこの問題にかかっていました。その人生の中で主がご自身の道を自由に進めるかどうかに、つまり、ピリポが「だめです、ここに私はいますし、状況はこのとおりです。これは主が行っておられることであり、ここで主はそれを行っておられます。ここに私はとどまります！」と言うかどうかにかかっていました。もしかすると、今日、多くの主の僕の人生では、これと同様の問題が未決着のままなのかもしれません。


  （３）パウロとマケドニア人


  もう一つ例を挙げましょう――これはとても偉大な例ではないでしょうか？――パウロとマケドニア人の例です。パウロはアジアとビテニヤに行くつもりでした。しかし、彼がある地点に来た時、急に――「聖霊によって禁じられ」ました。「イエスの霊が許しませんでした」（使徒十六・六～七）。しかしパウロは順応しました。これが要点です。彼は柔軟だったのです。それで――マケドニアとヨーロッパに福音が伝わったのです！そしてもっと多くの地にも！


  この三つの事例は、主に対して開いていなければならない、という原則を示しています。主の御手の中にとどまって自分自身の手の中にとどまってはならない、という原則を示しています。主の御業の内容、場所、方法に関して何の固定観念も持ってはならない――これは主次第です――という原則を示しています。これは主が私たちに教えなければならない最も重要な原則の一つです。


  神の真理は不変だが方法は可変である


  二組の事柄があることを理解しなければなりません。一方において根本的真理があります。これに関しては決して柔軟であってはなりませんし、それから決して離れてはなりません。根本的真理を放棄することや、自分たちの基礎を変えることはできません。これらはそのままでなければなりません。これに関して私たちは柔軟ではありません――柔軟であってはなりません。神のあらゆる支配的御旨の問題に関しても、私たちは不動でなければなりません。これに関して、私たちは堅固であり、何ものも私たちを動かせません。また、不動の霊という基礎も必要です。


  しかし、他方において、神はご自身の方法を変える場合があることを私たちは認識しなければなりません。神はご自身の真理、基礎、目的を変えたりはされませんが、方法は変えることがあります。神ご自身の主権的権利の中には、望むままにことを行う権利、それまで聞いたことのない新しいことを行う権利が含まれます。しかし、今日のキリスト教の大半はこれを許そうとしません！過去になされたことのないことを全能の神が行うことすら許しません！境界線が決まっていて、真理の範囲が完全に制限されています。方法は何々、公認の方法・手段はこれこれ、と決まっています。それらから離れるのは――安全ではなく、危険です。新しいことを行う余地は聖霊に許されていません。しかし、ここでバランスが必要です。一方において、真理の基礎は不変であり、神の御旨は不変であり、不動の霊は不変ですが、他方において、それでも、これらすべてにもかかわらず、バランスを取らなければなりません。他方において、神の可変的方法、「路線から外れる」神の主権的権利に関して、バランスを取らなければなりません。というのはこれらの境界線は全く神の境界線ではないかもしれないからです――人の境界線かもしれないからです。神は「わたしは新しいことを行う」と仰せられます。新しいことを行う彼の絶対的権利を認めなければなりません。


  ですから、柔軟性が大いに必要です。これはとても重要なことです。伝統への固執、特定の教理的立場への執着は、大きな誤解と混乱、停滞と崩壊という結果を招いています。聖霊をこのように制限することによって、多くのものが失われています。


  さて、たとえこの詳細の多くを把握・理解していなかったとしても、これまで考えてきたこの三つの事柄の表層には単純な教訓があることがわかります。


  （ａ）訓練。主は訓練された民を必要としておられます。あらゆる方面――振る舞い、霊的健康等々――で私たちが訓練されるよう、主は細心の注意を払われます。


  （ｂ）備え。主はよく養われている民を持つことを願っておられ、私たちが自分の霊の食物に注意して、それを守るよう願っておられます。ギデオンが私たちに告げているように（士師記六・三～四、十一）、敵は神の民の食料問題を実際に狙っています。


  （ｃ）柔軟性。主が願っておられるのは、信仰に必須な事柄、霊の事柄、究極的御旨に関する事柄について、私たちが大いに堅固で不動である一方で、それでもご自身に対して開いていること、素直であること、適切に柔軟であることです。適切に、そうです、融通がきくことです。これらすべてにはかなり矛盾する点もあります。そうではないでしょうか？融通がきくことは、場合によっては悪いこともあります。しかし、主ご自身と主がなそうとしておられることに順応するよう主が要求される場合、これは確かに正しいことであり、私たちの反応が、確実に、戦いの結果全体に影響を及ぼします。


  御言葉の中で絵図や出来事によって私たちに示されているこれらの点は、とても重要な諸々の原則を表しています。しかし、結局は次の点に帰着します――すべてはこの問題を強めます。すなわち、私たちは戦いの中にある、ということです――この戦いはたんなる曖昧で、抽象的な、「空想上の」類のものではなく、大いに現実的なものであり、多くの実際問題がこの問題と関係しています。振る舞い、備え、適応性というこれらの実際問題は、すべてこの戦争の問題と関係しています。


  ですから、主よ、


  私たちの戦い！


  の法則を私たちに教えてください。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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